
(57)【要約】
本発明は、生理学的にバランスのとれた酸性溶液を提供する。典型的には、該溶液は、無
機塩の混合物を含有する溶液の化学反応によるかまたは電解によって製造されて、生理学
的にバランスのとれた溶液を与える。本発明はまた、該溶液の使用方法に関し、例えば特
殊な絆創膏を含み、このものは該溶液または場合により他の局所的に適用される物質と組
み合わせて使用することができる。無機塩および場合により鉱物の混合物を用いて、電解
質濃度および等張性状態の体液の混合物を最小とする。該溶液は、典型的にリチウム、ナ
トリウム、カリウム、カルシウム、および他のカチオンの１ハライド塩を含む。典型的に
、該ハライドは、フルオリド、クロリド、ブロミド、またはヨードであって、そして最も
典型的には、クロリドである。本発明の典型的な電解された溶液は、ｐＨが約２～約５の
範囲内であり、酸化還元電位は約＋６００ｍＶ～＋１２００ｍＶの範囲内であり、そして
次亜塩素酸濃度は約１０ｐｐｍ～約２００ｐｐｍの範囲内である。該溶液は、殺菌性、殺
真菌性、および殺胞子性の性質を有する。本発明の組成物は、非毒性であり、抗菌性質を
有し、そして抗菌性質が望まれるいずれかの使用法において有用である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 約 １ ０ ｐ ｐ ｍ ～ 約 ２ ０ ０ ｐ ｍ の 濃 度 を 有 す る 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 （ Ｈ Ｏ Ｘ ） の 酸 性 溶
液 ；
　 （ ｂ ） 約 ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ２ ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ で あ る ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 で あ っ て 、 該 溶 液 は
ｐ Ｈ が 約 ２ ～ 約 ５ の 範 囲 を 有 し ；
　 （ ｃ ） 該 溶 液 に 曝 露 後 に 微 生 物 の 活 性 の ５ ｌ ｏ ｇ ま で の 低 下 を 保 つ の に 少 な く と も 十 分
な 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 濃 度 を 有 す る 、 室 温 で 少 な く と も ３ ヶ 月 間 保 存 し た 溶 液 ；
を 含 有 す る 、 安 定 で 水 性 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た イ オ ン 化 さ れ た 溶 液 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 室 温 で の 最 初 の 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 約 ＋ ６ ０ ０ ｍ Ｖ ～ 約 １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ の 範
囲 で あ っ て 、 そ し て 室 温 で ３ ヵ 月 後 で の Ｏ Ｒ Ｐ が 最 初 の Ｏ Ｒ Ｐ の 約 ９ ０ ～ ９ ７ ． ５ ％ 程 度
の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ３ 】
　 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 は 、 Ｈ Ｏ Ｂ ｒ 、 Ｈ Ｏ Ｉ 、 Ｈ Ｏ Ｃ ｌ 、 お よ び Ｈ Ｏ Ｆ か ら な る 群 か ら 選 ば れ
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ４ 】
　 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 の 濃 度 は 、 約 ４ ０ ～ 約 １ ９ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 、 セ シ ウ
ム 、 ル ビ ジ ウ ム 、 お よ び バ リ ウ ム の ハ ラ イ ド か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 溶
液 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ｐ Ｈ が 約 ２ ． ４ ～ 約 ５ ． ０ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 単 一 の 塩 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ８ 】
　 溶 液 の 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 濃 度 は 、 ヨ ウ 素 滴 定 ま た は Ｕ Ｖ 分 光 法 に よ っ て 測 定 さ れ る 、 請 求
項 １ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ９ 】
　 創 傷 治 癒 の 促 進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷 の 汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は
汚 染 除 去 、 経 口 消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に
お け る 病 原 体 の 減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負 荷 の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の
組 織 移 植 に お け る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療 法 、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の
バ イ オ フ ィ ル ム も し く は バ イ オ フ ィ ル ム を 生 む 他 の 疾 患 の 処 置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の 処 置 、
皮 膚 疾 患 の 処 置 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 様 々 な 医 学 的 疾
患 の 処 置 方 法 で あ っ て 、 該 溶 液 を 処 置 が 必 要 と さ れ る 部 位 に 適 用 す る こ と に よ っ て 請 求 項
１ 記 載 の 溶 液 を 使 用 す る こ と を 含 む 、 該 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 （ ａ ） 約 １ ０ ｐ ｐ ｍ ～ 約 ２ ０ ０ ｐ ｍ の 濃 度 を 有 す る 次 亜 塩 素 酸 （ Ｈ Ｏ Ｃ ｌ ） の 酸 性 溶 液
；
　 （ ｂ ） 約 ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 １ ６ ｇ ／ Ｌ で あ る ク ロ リ ド 含 有 の 塩 で あ っ て 、 該 溶 液 は ｐ Ｈ
が 約 ２ ～ 約 ５ の 範 囲 を 有 し ；
　 （ ｃ ） 該 溶 液 に 曝 露 後 に 微 生 物 の 活 性 の ５ ｌ ｏ ｇ ま で の 低 下 を 保 つ の に 少 な く と も 十 分
な 次 亜 塩 素 酸 濃 度 を 有 す る 、 室 温 で 少 な く と も ３ ヶ 月 間 保 存 し た 溶 液 ；
を 含 有 す る 、 安 定 で 水 性 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た イ オ ン 化 さ れ た 溶 液 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 更 に 、 室 温 で の 最 初 の 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 約 ＋ ６ ０ ０ ｍ Ｖ ～ 約 １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ の 範
囲 で あ っ て 、 そ し て 室 温 で 少 な く と も ３ ヵ 月 後 で の Ｏ Ｒ Ｐ が 最 初 の Ｏ Ｒ Ｐ の 約 ９ ０ ～ ９ ７
． ５ ％ 程 度 の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 溶 液 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 次 亜 塩 素 酸 濃 度 は 、 約 ４ ０ ～ 約 １ ９ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ク ロ リ ド 含 有 の 塩 は 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 、 セ シ ウ
ム 、 ル ビ ジ ウ ム 、 お よ び バ リ ウ ム の ク ロ リ ド か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の
溶 液 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ク ロ リ ド 含 有 塩 は 単 一 の 塩 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ｐ Ｈ は 約 ２ ． ４ ～ 約 ５ ． ０ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ク ロ リ ド 含 有 塩 は 塩 化 ナ ト リ ウ ム で あ る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 濃 度 は 、 約 ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ９ ｇ ／ Ｌ で あ る 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 Ｏ Ｃ ｌ － お よ び Ｈ Ｏ Ｃ ｌ の 合 計 に 対 す る Ｏ Ｃ ｌ － の モ ル 比 率 の 範 囲 は ２ ０ ℃ で 、 約 ０ ～
約 ０ ． ２ ６ ％ で あ る 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 該 溶 液 の 次 亜 塩 素 酸 濃 度 は 、 ヨ ウ 素 滴 定 お よ び Ｕ Ｖ 分 光 法 に よ っ て 測 定 さ れ る 、 請 求 項
１ ０ 記 載 の 溶 液 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 創 傷 治 癒 の 促 進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷 の 汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は
汚 染 除 去 、 経 口 消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に
お け る 病 原 体 の 減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負 荷 の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の
組 織 移 植 に お け る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療 法 、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の
バ イ オ フ ィ ル ム も し く は バ イ オ フ ィ ル ム を 生 む 他 の 疾 患 の 処 置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の 処 置 、
皮 膚 疾 患 の 処 置 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 様 々 な 医 学 的 疾
患 の 処 置 方 法 で あ っ て 、 該 溶 液 を 処 置 が 必 要 と さ れ る 部 位 に 適 用 す る こ と に よ っ て 請 求 項
１ ０ 記 載 の 溶 液 を 使 用 す る こ と を 含 む 、 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 該 溶 液 は 、 化 学 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 化 学 的 合 成 法 を 含 む ） 、 機 械 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 混
合 、 電 解 ） に よ っ て 製 造 す る か 、 あ る い は イ ン シ チ ュ で 製 造 す る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず
れ か １ つ に 記 載 の 溶 液 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 の 溶 液 は 、 電 解 に よ っ て 酸 性 溶 液 に 変 換 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 該 溶 液 の ｐ Ｈ は 、 約 ２ ～ 約 ５ に ま で 調 節 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 該 溶 液 は 、 以 下 の 反 応 式 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
を 含 む 化 学 的 合 成 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 で あ っ て
　 こ こ で 、 溶 液 中 の Ｎ ａ Ｏ Ｃ ｌ の 濃 度 は 約 ２ ． ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ り 、 Ｈ Ｃ ｌ の 濃 度 は 約
７ ． ４ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ り 、 そ し て 得 ら れ る 溶 液 は 目 的 の ｐ Ｈ に 調 節 さ れ る 、 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 該 溶 液 は 、 化 学 品 を 混 合 す る こ と に よ っ て イ ン シ チ ュ で 製 造 し て 、 処 置 が 必 要 な 組 織 の
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部 位 で の 、 安 定 で 水 性 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 非 細 胞 毒 性 の イ オ ン 化 さ れ た 溶 液 を
得 る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 創 傷 治 癒 の 促 進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷 の 汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は
汚 染 除 去 、 経 口 消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に
お け る 病 原 体 の 減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負 荷 の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の
組 織 移 植 に お け る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療 法 、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の
バ イ オ フ ィ ル ム も し く は バ イ オ フ ィ ル ム を 生 む 他 の 疾 患 の 処 置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の 処 置 、
皮 膚 疾 患 の 処 置 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ の た め の 方 法
で あ っ て 、
　 該 療 法 を 必 要 と す る 患 者 を 、 請 求 項 １ 記 載 の 水 溶 液 を 含 有 す る 安 定 で 生 理 学 的 に バ ラ ン
ス の と れ た 酸 性 の 組 成 物 の 有 効 量 を 用 い て 処 置 す る こ と に よ る 、 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ａ ） 損 傷 組 織 の 領 域 を 曝 露 し ；
　 ｂ ） 該 溶 液 を 損 傷 組 織 に 適 用 し ；
　 ｃ ） 該 溶 液 を 用 い て 損 傷 組 織 を 灌 注 し ； そ し て 、
　 ｄ ） 該 溶 液 を 用 い て 組 織 を 洗 浄 し ま た は 処 置 す る ；
こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ６ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 米 国 特 許 出 願 10/000,919（ 2001年 11月 2日 出 願 ） の 一 部 継 続 出 願 で あ り 、 そ
し て こ の も の は 米 国 特 許 出 願 09/482,159（ 2002年 1月 12日 出 願 ） の 分 割 出 願 で あ っ て 、 こ
れ ら は 共 に 本 明 細 書 の 一 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 技 術 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 創 傷 の 治 癒 お よ び 他 の 使 用 法 （ 抗 菌 性 質 が 望 ま れ る ） に お い て 有 用 な 、 生 理
学 的 に バ ラ ン ス の と れ た イ オ ン 化 さ れ た 酸 性 溶 液 に 関 す る 。 該 イ オ ン 化 さ れ た 溶 液 は 電 解
に よ っ て 製 造 さ れ 得 る （ す な わ ち 、 こ の も の は 電 解 溶 液 で あ る ） か 、 あ る い は 他 の 方 法 （
例 え ば 、 化 学 的 な 方 法 ま た は 物 理 学 的 な 方 法 を 含 む ） に よ っ て 、 製 造 さ れ 得 る 。 該 溶 液 は
ま た 、 イ ン シ チ ュ で 製 造 さ れ 得 る 。 加 え て 、 本 発 明 は 、 様 々 な 利 用 法 で （ 例 え ば 、 該 溶 液
、 ま た は 他 の 溶 液 も し く は 局 所 適 用 物 質 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 特 殊 な 絆 創
膏 ） 、 本 発 明 の 溶 液 を 用 い る 使 用 方 法 論 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 背 景 技 術 ）
　 様 々 な 電 解 さ れ た 酸 性 の 塩 溶 液 、 そ れ ら の 性 質 、 お よ び そ れ ら の 使 用 に つ い て は 当 該 分
野 に お い て 記 載 さ れ て い る 。 い く つ か の 例 を 下 記 に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Morrowに よ る 米 国 特 許 第 5,622,848号 （ 1997年 4月 22日 発 行 ） は 、 微 生 物 感 染 症 の イ ン ビ
ボ お よ び イ ン ビ ト ロ 処 置 の た め の 殺 菌 性 溶 液 を 開 示 す る 。 該 溶 液 は 、 調 節 さ れ た 量 の オ ゾ
ン お よ び 活 性 塩 素 種 を 含 有 す る 電 解 さ れ た 生 理 食 塩 水 を 含 む 。 こ こ で 、 オ ゾ ン の 含 有 量 は
約 ５ ～ 約 １ ０ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ の 間 で あ り 、 該 活 性 塩 素 種 の 含 有 量 は 約 ５ ～ 約 ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ
っ て 、 そ し て ｐ Ｈ の 範 囲 は ７ ． ２ ～ ７ ． ６ で あ る 。 該 活 性 塩 素 種 と は 、 塩 素 選 択 電 極 に よ
っ て 測 定 さ れ る 遊 離 な 塩 素 、 次 亜 塩 素 酸 、 お よ び 次 亜 塩 素 酸 イ オ ン を 含 む 。 該 溶 液 は 、 １
％ 以 下 の 生 理 食 塩 水 の 溶 液 を 目 的 の 活 性 成 分 を 得 る の に 十 分 な 条 件 下 で 電 解 さ せ る こ と に
よ っ て 調 製 す る 。 該 溶 液 は 、 等 張 性 生 理 食 塩 水 濃 度 で 使 用 す る こ と が 好 ま し く 、 こ の も の
は 高 張 性 生 理 食 塩 水 を 用 い て 調 節 す る こ と が で き る 。 該 溶 液 を 、 感 染 し た 全 血 、 血 球 、 ま
た は 血 漿 の イ ン ビ ト ロ 処 置 に お い て 用 い て 混 入 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 そ し て こ の も の
は 、 Ｈ Ｉ Ｖ 、 肝 炎 、 並 び に 他 の ウ イ ル ス 、 細 菌 お よ び 真 菌 の 病 原 体 (agent)に 感 染 し た 液
体 の 処 理 に 使 用 す る こ と が で き る 。 該 溶 液 は ま た 、 同 様 な 目 的 で 温 血 動 物 （ 例 え ば 、 ヒ ト
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を 含 む ） に 静 脈 内 注 射 ま た は 他 の 方 法 に よ っ て 投 与 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Maraisに よ る PCT公 開 番 号 WO9934652号 （ 1999年 7月 8日 公 開 ） は 、 電 気 化 学 的 に 活 性 化 さ
れ た 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム が な い 灌 注 （ irrigate） 媒 質 を 用 い て 、 歯 根 管 の 間 の 細 菌 お よ
び 他 の 微 生 物 の 増 殖 を 減 少 さ せ る こ と を 開 示 し て い る 。 ア ニ オ ン お よ び カ チ オ ン 含 有 の 溶
液 は 、 １ ０ ％ 　 Ｎ ａ Ｃ ｌ 水 溶 液 の 電 解 に よ っ て 得 る 。 該 ア ニ オ ン 含 有 の 溶 液 は 、 ｐ Ｈ が 約
２ ～ 約 ７ で あ っ て 、 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 約 ＋ １ １ ７ ０ ｍ Ｖ で 使 用 す る 。 該 カ チ オ ン
含 有 の 溶 液 は 、 ｐ Ｈ が 約 ７ ～ １ ３ で あ っ て 、 Ｏ Ｒ Ｐ が 約 － ９ ８ ０ ｍ Ｖ で 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 X. W. Liら に よ る （ Chinese J. Epidem., 17 (2), 95-98頁 , 1996） は 、 電 解 さ れ た 酸
化 水 の 殺 菌 性 の 効 果 の 予 備 的 研 究 に つ い て 報 告 し て い る 。 電 解 さ れ た 酸 化 水 は 、 黄 色 ブ ド
ウ 球 菌 お よ び 大 腸 菌 を 約 １ ５ 秒 以 内 に 完 全 に 殺 し 、 一 方 で 、 枯 草 菌 の 全 て の 胞 子 を 完 全 に
殺 す の に １ ０ 分 間 を 必 要 と す る こ と が 分 か っ て い る 。 Ｈ Ｂ ｓ Ａ ｇ の 抗 原 性 を 破 壊 す る の に
、 ３ ０ 秒 間 を 要 し た 。 電 解 さ れ た 酸 化 水 の 酸 化 還 元 電 位 の 値 お よ び ｐ Ｈ 値 は 、 気 密 で 光 の
な い 条 件 下 、 室 温 で ３ 週 間 保 存 し た 場 合 に は 有 意 に 変 化 し な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Iwasawaら （ J. Jap. Assoc. Infec. Diseases, 70 (9), 915-922頁 , 1996） は 、 酸 性 の
電 解 水 が 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 、 Ｓ ． エ ピ デ ル ミ デ ィ ス （ epidermidis） お よ び 緑 膿 菌 に 及 ぼ す
殺 菌 効 果 に つ い て 評 価 し た 。 ｐ Ｈ が ５ ． ０ ～ 約 ６ ． ０ で は 、 ５ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ の ク ロ リ ド を 含
有 す る 酸 性 水 に 曝 露 直 後 に 、 ３ つ の 菌 株 は 殺 さ れ た 。 ６ 時 間 開 口 し て 放 置 後 に 、 該 ク ロ リ
ド 濃 度 は 変 化 し な か っ た と 報 告 さ れ て い る 。 ｐ Ｈ が ２ ． ６ ７ ～ 約 ２ ． ８ ０ で 、 ク ロ リ ド の
濃 度 が ５ ｍ ｇ ／ Ｌ の 場 合 に は 殺 菌 効 果 が 観 察 さ れ 、 そ し て ６ 時 間 開 口 し て 放 置 後 に は 、 ８
０ ％ の ク ロ リ ド が 残 っ て い る と 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 H. Tanakaら （ J. Hosp. Infect., 34(1), 43-49頁 , 1996） は 、 超 酸 化 水 の 抗 菌 活 性 に
つ い て 報 告 し て い る 。 超 酸 化 水 は 、 「 高 酸 化 還 元 電 位 を 有 す る 、 強 酸 で 無 色 の 溶 液 で あ る
。 ３ ０ ｐ ｐ ｍ の 活 性 な 塩 素 濃 度 を 有 す る 溶 液 は 、 少 量 の 塩 を 電 解 機 中 で 水 道 水 と 混 合 す る
こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 」 と 記 載 さ れ て い る 。 超 酸 化 水 の 抗 菌 活 性 を 、 メ チ シ リ ン 感 受 性
の 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 、 セ ラ チ ア ・ マ ル ケ セ ン ス (Serratia marcescens)、 大 腸 菌 、 緑 膿 菌 、
お よ び ブ ル ク ホ ル デ リ ア ・ セ パ シ ア (Burkholderia cepacia)に つ い て 調 べ た 。 細 菌 の 数 は
、 超 酸 化 水 中 に １ ０ 秒 間 イ ン キ ュ ベ ー ト 後 に 、 検 出 限 度 以 下 に ま で 減 少 し た 。 超 酸 化 水 の
抗 菌 活 性 は 、 ８ ０ ％ エ タ ノ ー ル の 場 合 と 同 程 度 で あ っ た が 、 ０ ． １ ％ ク ロ ロ ヘ キ シ ジ ン お
よ び ０ ． ０ ２ ％ ポ ビ ド ン ヨ ー ド の 場 合 よ り も 優 れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Y. Inoueら （ Artificial Organs, 21 (1), 28-31頁 , 1997） は 、 腹 膜 炎 お よ び 腹 腔 内 の
化 膿 の 処 置 に お け る 電 解 さ れ た 強 酸 の 水 性 洗 浄 液 の 使 用 に つ い て 報 告 し て い る 。 腹 膜 炎 お
よ び 化 膿 の 洗 浄 は 電 解 さ れ た 強 酸 の 水 溶 液 を 用 い て 行 な っ て 、 腹 膜 炎 お よ び 腹 腔 内 の 化 膿
を 有 す る ７ 患 者 を 処 置 し た 。 該 ７ 患 者 に お け る 灌 注 期 間 は ９ ～ １ ２ 日 間 に 及 び 、 微 生 物 に
陰 性 な 状 態 ヘ の 変 換 が ３ ～ ７ 日 間 以 内 に 観 察 さ れ た 。 該 筆 者 ら は 、 該 溶 液 を 「 活 性 酸 素 お
よ び 活 性 塩 素 を 含 み 、 レ ド ッ ク ス 電 位 を 有 す る 酸 性 水 」 で あ っ て 、 且 つ ５ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 の
活 性 塩 素 濃 度 を 有 す る と 、 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 S. Sekiyaら （ Artificial Organs, 21 (1), 32-38頁 , 1997） は 、 用 い る 感 染 性 皮 膚 欠
損 症 お よ び 潰 瘍 の 処 置 に お け る 、 電 解 し た 強 酸 溶 液 の 使 用 に つ い て 報 告 し て い る 。 該 電 解
さ れ た 強 酸 水 溶 液 を 臨 床 的 に 用 い る 療 法 は 、 感 染 性 の 潰 瘍 の 処 置 に お い て 有 効 で あ る こ と
が 分 か っ た 。 Sekiyaら は 、 強 い 水 溶 液 （ Ｅ Ｓ Ａ Ａ Ｓ ） に つ い て 、 「 水 お よ び 少 量 の 塩 を カ
チ オ ン 輸 送 フ ィ ル タ ー を 用 い て 電 解 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 」 と 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 H. Hayashiら （ Artificial Organs, 21 (1), 39-42頁 , 1997） は 、 心 臓 血 管 手 術 後 の 縦
隔 炎 の 処 置 に お け る 、 電 解 さ れ た 強 酸 水 溶 液 （ Ｅ Ｓ Ａ Ａ Ｓ ） の 使 用 に つ い て 報 告 し て い る
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。 Hayashiら は 、 Ｅ Ｓ Ａ Ａ Ｓ に つ い て 「 塩 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 の 電 解 に よ っ て 得 ら れ る 。 （ .
..） Ｅ Ｓ Ａ Ａ Ｓ は 、 陽 極 お よ び 陰 極 を 隔 て る イ オ ン 交 換 膜 を 用 い て 塩 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 を
電 解 す る こ と に よ っ て 得 る 。 少 量 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 水 に 加 え て 、 電 解 を 促 進 し 、 そ し て
溶 解 し た ク ロ リ ド の 濃 度 を 増 加 さ せ る 」 と 記 載 し て い る 。 ｐ Ｈ が ２ ． ７ 以 下 で あ り 、 Ｃ ｌ

２ が ３ ０ ｐ ｐ ｍ 以 上 で あ り 、 Ｏ Ｒ Ｐ が １ １ ０ ０ 以 上 で あ り 、 そ し て Ｏ ２ が ２ ０ ｐ ｐ ｍ 以 上
溶 解 し た 溶 液 が 開 示 さ れ て い る 。 縦 隔 創 傷 を 開 い た ま ま と し 、 １ 日 に １ 回 ～ ３ 回 Ｅ Ｓ Ａ Ａ
Ｓ を 用 い て 灌 注 し 、 感 染 を 根 絶 し た 。 肉 芽 組 織 の 十 分 な 増 殖 が 、 処 置 し た 全 て の 患 者 に つ
い て 観 察 さ れ 、 Ｅ Ｓ Ａ Ａ Ｓ に 起 因 し 得 る 有 害 な 影 響 の 証 拠 は 全 く な か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 N. Tanakaら （ Artificial Organs, 23 (4), 303-309頁 , 1999年 4月 ） は 、 電 解 さ れ た 強
酸 の 水 溶 液 を 用 い て 、 血 液 透 析 装 置 の 洗 浄 お よ び 消 毒 に つ い て 報 告 し て い る 。 該 溶 液 は 細
菌 性 の 内 毒 素 を 直 接 的 に 失 活 さ せ る こ と が 知 ら れ 、 こ の も の は 通 常 の 消 毒 方 法 よ り も 経 済
的 で あ る こ と が 分 か っ て い る 。 「 該 電 解 さ れ た 強 酸 の 水 溶 液 は 「 強 酸 水 」 で あ る こ と が 開
示 さ れ て お り 、 こ の も の は ポ リ エ ス テ ル 横 隔 膜 に よ っ て 仕 切 ら れ た セ ル 中 で ５ ０ ０ ～ １ ０
０ ０ ｐ ｐ ｍ の 塩 （ 純 度 が ９ ９ ％ 以 上 の Ｎ ａ Ｃ ｌ ） を 含 有 す る 水 道 水 を 電 解 す る こ と に よ っ
て 得 る 。 そ の も の は 、 ｐ Ｈ が ２ ． ３ ～ ２ ． ７ の 酸 性 で あ り 、 酸 化 還 元 電 位 が １ ,０ ０ ０ ｍ
Ｖ 以 上 で あ り 、 利 用 可 能 な 塩 素 は １ ０ ～ ５ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 」 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 J. B. Selkonら （ J. Hosp. Infec., 41 (1), 59-70頁 、 1999年 1月 ） は 、 内 視 鏡 の 消 毒
の た め の 新 規 な 超 酸 化 水 、 STERILOX（ 登 録 商 標 ） （ Sterilox Medical Limited, 85 E Mil
ton Park, Abingdon, Oxon OX 14 4RY, UK） の 抗 菌 活 性 を 評 価 し た 。 こ の 超 酸 化 水 は 、 「
使 用 時 で は 、 被 覆 さ れ た チ タ ン 電 極 を ９ ア ン プ で 生 理 食 塩 水 の 溶 液 が 通 過 す る こ と に よ っ
て 生 成 す る 。 得 ら れ た 該 生 成 物 は 、 ｐ Ｈ が ５ ． ０ ～ ６ ． ５ で あ り 、 そ し て 酸 化 還 元 電 位 は
９ ５ ０ ｍ Ｖ 以 上 で あ る 」 と 記 載 さ れ て い る 。 STERILOX（ 登 録 商 標 ） の 抗 菌 活 性 を 、 結 核 菌
、 マ イ コ バ ク テ リ ウ ム ・ ア ビ ウ ム ・ イ ン ト ラ セ ラ ー レ 、 マ イ コ バ ク テ リ ウ ム ・ ケ ロ ネ イ （
cheronae） 、 大 腸 菌 （ こ れ は 、 0157タ イ プ を 含 む ） 、 エ ン テ ロ コ ッ カ ス ・ フ ェ カ ー リ ス 、
緑 濃 菌 、 枯 草 菌 、 メ チ シ リ ン 耐 性 の 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 、 カ ン ジ ダ ・ ア ル ビ カ ン ス 、 ２ 型 ポ リ
オ ウ イ ル ス 、 お よ び ヒ ト 免 疫 不 全 症 ウ イ ル ス Ｈ Ｉ Ｖ － １ に つ い て 試 験 し た 。 清 潔 な 条 件 下
で 新 し く 調 製 し た STERILOX（ 登 録 商 標 ） は 、 全 て の こ れ ら 微 生 物 に 対 し て 高 活 性 で あ り 、
２ 分 以 下 で ５ ｌ ｏ ｇ １ ０ （ 99.999％ ） 以 上 の 低 下 を 示 す こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Sterilox Technologies International Limited社 へ 譲 渡 さ れ た 米 国 特 許 第 6,296,744号
は 、 液 体 媒 質 の 電 気 化 学 的 な 処 理 の た め の 装 置 （ こ れ に よ り 、 減 菌 溶 液 の 製 造 が 可 能 と な
る ） 、 並 び に 毒 性 の 有 機 物 質 お よ び 他 の 不 純 物 か ら の 液 体 媒 質 の 汚 染 除 去 お よ び 精 製 が 可
能 と な る ） を 開 示 し て い る 。 該 プ ロ セ ス は 、 平 均 的 な 塩 分 が ０ ． １ ～ １ ． ０ ｇ ／ Ｌ で あ っ
て 、 ク ロ リ ド 濃 度 が ５ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ で あ る 溶 液 を 使 用 し 、 そ し て 該 プ ロ セ ス は 、 ５ ０ ０ ～ １
０ ０ ０ ｍ Ａ の 電 流 、 お よ び １ ０ ～ １ ２ ボ ル ト の 電 位 差 を 用 い て 実 施 す る 。 該 特 許 は ま た 、
陽 極 処 理 水 に つ い て の 最 適 ｐ Ｈ パ ラ メ ー タ は ６ ～ ７ で あ っ て 、 陰 極 処 理 水 に つ い て は ８ ～
９ で あ る こ と を 開 示 す る 。 し か し な が ら 、 該 特 許 は 更 に 、 減 菌 溶 液 、 消 毒 剤 、 汚 染 除 去 剤
、 漂 白 剤 、 洗 浄 剤 、 ま た は 抗 真 菌 性 お よ び 抗 ウ イ ル ス 性 作 用 を 有 す る 薬 物 と し て 使 用 さ れ
る 、 ｐ Ｈ が ４ ． ５ ～ ７ ． ５ の 間 で あ る 活 性 塩 素 の 溶 液 を 得 る こ と を 提 案 さ れ た 目 的 と す る
装 置 を 開 示 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 K. S. Venikitanarayananら （ Appl. & Env. Microbiol., 65 (9), 4276-4279頁 , 1999
年 9月 ） は 、 大 腸 菌 O157: H7、 腸 炎 菌 、 お よ び リ ス テ リ ア ・ モ ノ サ イ ト ゲ ネ ス の 失 活 に つ
い て の 、 電 解 さ れ た 酸 化 水 の 効 力 を 評 価 し た 。 大 腸 菌 O157: H7、 腸 炎 菌 、 ま た は リ ス テ リ
ア ・ モ ノ サ イ ト ゲ ネ ス の ５ つ の 菌 株 の 混 合 物 を 、 様 々 な 温 度 で 様 々 な 期 間 に わ た っ て 電 解
さ れ た 酸 化 水 中 で 播 種 し た 。 該 電 解 さ れ た 酸 化 水 は 、 約 １ ２ 重 量 ％ の Ｎ ａ Ｃ ｌ を 含 有 す る
生 理 食 塩 水 の 塩 基 溶 液 か ら 得 る 。 ０ ． １ ％ の 塩 、 １ ０ ～ ８ ０ ｐ ｐ ｍ の Ｃ ｌ ２ 、 お よ び ２ ．
７ 以 下 の ｐ Ｈ を 有 す る 電 解 さ れ た 酸 化 水 、 並 び に ７ ３ ～ ８ ６ ｐ ｐ ｍ の Ｃ ｌ ２ 、 お よ び ２ ．
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３ ８ ～ ２ ． ４ ８ の ｐ Ｈ を 有 す る 電 解 さ れ た 酸 化 水 も ま た 、 記 載 さ れ て い る 。 ４ ℃ お よ び ２
３ ℃ で ５ 分 間 曝 露 さ せ る 場 合 に は 、 処 置 試 料 に お け る 全 て の ３ 病 原 体 の 個 体 群 は 約 ７ ｌ ｏ
ｇ 　 Ｃ Ｆ Ｕ ／ ｍ Ｌ だ け 低 下 し 、 １ ０ 分 間 曝 露 す る こ と に よ っ て 完 全 に 失 活 す る こ と が 報 告
さ れ て い る 。 ３ 病 原 体 の レ ベ ル の ７ ｌ ｏ ｇ 　 Ｃ Ｆ Ｕ ／ ｍ Ｌ 以 上 の 低 下 は 、 ４ ５ ℃ で １ 分 間
、 ま た は ３ ５ ℃ で ２ 分 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し た 処 置 試 料 に お い て 生 じ る こ と が 報 告 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 発 明 の 概 要 ）
　 本 発 明 は 、 安 定 な 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 非 細 胞 毒 性 の イ オ ン 化 さ れ た 酸 性 溶 液 、
お よ び そ れ ら の 使 用 に つ い て の 方 法 論 に 関 す る 。 本 発 明 は ま た 、 該 溶 液 ま た は 他 の 局 所 適
用 物 質 と 組 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 特 殊 な 絆 創 膏 を 含 め た 、 本 発 明 の 溶 液 の 利 用 方
法 に も 関 す る 。 該 イ オ ン 化 さ れ た 溶 液 は 、 電 解 に よ っ て 製 造 さ れ 得 る 。 本 発 明 の 別 の 態 様
に お い て 、 該 溶 液 は 、 化 学 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 合 成 を 含 む ） ま た は 機 械 的 な 方 法 （ 例 え ば
、 混 合 ） に よ っ て 製 造 さ れ る か 、 あ る い は イ ン シ チ ュ で 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 新 規 な 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 溶 液 は 最 近 、 同 時 出 願 で あ る 米 国 特 許 出 願 09/482,1
59（ 2000年 1月 12日 出 願 ） （ こ れ は 、 WO 01/54704 A1（ 2001年 8月 2日 公 開 ） に 対 応 す る ）
（ こ れ ら は 、 本 明 細 書 の 一 部 を 構 成 す る ） 中 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 形 態 で の 無 機 塩 を 用 い て 製 造 し 得 る 。
該 無 機 塩 を 用 い て 、 電 解 質 濃 度 お よ び 等 張 状 態 の 細 胞 外 体 液 の 混 合 物 を 模 倣 す る 。 該 溶 液
は 典 型 的 に 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 お よ び 他 の カ チ オ ン の ハ ラ イ ド 塩 を 含
む 、 該 ハ ラ イ ド は 典 型 的 に 、 フ ル オ リ ド 、 ク ロ リ ド 、 ブ ロ ミ ド 、 ま た は ヨ ー ド で あ り 、 最
も 典 型 的 に は ク ロ リ ド で あ る 。 一 部 分 は 、 塩 分 の 濃 度 、 ｐ Ｈ 、 お よ び 該 活 性 塩 素 の 濃 度 は
、 そ れ ら が 特 異 的 な 性 質 の 組 成 物 を 与 え る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 １ 個 の 無 機 塩 を 用 い て 製 造 す る こ と が で き て 、 該 水 溶 液 中 の 該 塩 の 最
初 の 濃 度 が 約 ０ ． ４ ～ 約 １ ． ０ ％ の も の を 得 る こ と が で き る 。 該 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 、 リ
チ ウ ム ハ ラ イ ド 、 ナ ト リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 マ グ ネ シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ ル
シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 亜 鉛 ハ ラ イ ド 、 セ シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 ル ビ ジ ウ ム ハ ラ イ ド 、 お よ び バ リ ウ
ム ハ ラ イ ド か ら な る 群 か ら 選 ば れ 得 る 。 該 無 機 塩 は ま た 例 え ば 、 Ｎ ａ Ｂ ｒ 、 Ｎ ａ Ｉ 、 Ｎ ａ
Ｆ 、 Ｌ ｉ Ｂ ｒ 、 Ｌ ｉ Ｃ ｌ 、 Ｌ ｉ Ｉ 、 Ｍ ｇ Ｉ ２ 、 Ｍ ｇ Ｂ ｒ ２ 、 Ｋ Ｉ 、 Ｋ Ｃ ｌ 、 Ｋ Ｂ ｒ な ど を
含 み 得 る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 該 無 機 塩 は 、 金 属 ハ ラ イ ド （ 例 え ば 、 ク ロ リ ド 含 有
塩 ） で あ り 得 て 、 こ こ で 、 該 ク ロ リ ド 含 有 塩 は 、 Ｌ ｉ Ｃ ｌ 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ 、 Ｋ Ｃ ｌ 、 Ｍ ｇ Ｃ ｌ

２ 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ 、 お よ び Ｚ ｎ Ｃ ｌ ２ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、
該 水 溶 液 に お い て 使 用 す る 最 初 の 塩 濃 度 は 、 約 ０ ． ４ ～ 約 ０ ． ９ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 該 無 機 塩 は 、 濃 度 が 約 ０ ． ４ ～ 約 １ ． ０ ％ の Ｎ ａ Ｃ ｌ で あ
る 塩 化 ナ ト リ ウ ム で あ っ て 、 こ の も の は 、 通 常 ま た は 等 張 姓 の 生 理 食 塩 水 の 溶 液 の 完 全 な
強 さ の 約 １ ０ 分 の ４ か ら 該 完 全 な 強 さ よ り も わ ず か に 高 い 。 Parker's McGraw-Hill Dicti
onary of Scientific and Technical Terms（ S. P. Parker編 、 ５ 版 ） に よ れ ば 、 「 通 常
の 生 理 食 塩 水 」 、 「 生 理 学 的 な 生 理 食 塩 水 」 、 「 生 理 学 的 な 塩 溶 液 」 と は 、 「 １ ０ ０ ミ リ
リ ッ ト ル 中 に 塩 化 ナ ト リ ウ ム （ ０ ． ９ ｇ ） を 含 有 す る 、 精 製 水 中 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 溶 液
（ こ れ は 、 体 液 と 等 張 で あ る ） 」 と 定 義 す る 。 異 な る 塩 （ 例 え ば 、 リ チ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ
リ ウ ム ハ ラ イ ド な ど ） の 場 合 、 等 張 性 溶 液 を 調 製 す る た め の 該 溶 液 中 の 該 塩 の 濃 度 は 、 本
発 明 の 溶 液 の 所 望 す る 浸 透 圧 モ ル 濃 度 を 保 つ 目 的 で 、 水 溶 液 中 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 濃 度 と
は 異 な っ て も よ い 。 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 に お い て 、 水 溶 液 中 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム は 、 濃 度
が 約 ０ ． ４ ～ 約 ０ ． ９ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 我 々 は 、 安 定 で 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 、 非 細 胞 毒 性 の
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酸 性 溶 液 を 含 有 す る 組 成 物 を 製 造 し た 。 こ こ で 、 例 え ば 電 解 に よ る 製 造 前 の 出 発 溶 液 は 、
ハ ラ イ ド を 含 有 す る 塩 の 全 濃 度 が 約 ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 １ ６ ｇ ／ Ｌ （ 約 ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 １ ０ ｇ
／ Ｌ の 範 囲 で あ る こ と が よ り 好 ま し く ； 約 ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ９ ｇ ／ Ｌ の 範 囲 で あ る こ と が 最 も
好 ま し い ） で あ る こ と を 含 む 。 該 溶 液 は 場 合 に よ り 、 鉱 物 を 含 み 得 る 。 該 溶 液 は 、 ｐ Ｈ を
約 ２ ～ 約 ５ の 範 囲 内 に 調 節 さ れ 、 酸 化 還 元 電 位 が 約 ＋ ６ ０ ０ ｍ Ｖ ～ 約 ＋ １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ の 範
囲 内 で あ り 、 そ し て 、 該 溶 液 は 、 全 活 性 ハ ロ ゲ ン 濃 度 が 約 ０ ． １ ～ 約 １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ （ 約
１ ０ ～ 約 ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ が 好 ま し く 、 約 ４ ０ ～ 約 １ ９ ０ ｐ ｐ ｍ が 最 も 好 ま し い ） で あ る 。 本
発 明 の １ 態 様 に お い て 、 該 活 性 ハ ロ ゲ ン は 、 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 、 お よ び ヨ ウ 素 か ら な る
群 か ら 選 ば れ る 。 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 該 ハ ロ ゲ ン は 塩 素 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 の 組 成 物 を 製 造 す る の に 使 用 す る 出 発 溶 液 は
、 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 を 含 み 得 る 。 該 塩 は 、 リ チ ウ ム ハ ラ イ ド 、 ナ ト リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ リ
ウ ム ハ ラ イ ド 、 マ グ ネ シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ ル シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 亜 鉛 ハ ラ イ ド 、 セ シ ウ ム ハ
ラ イ ド 、 ル ビ ジ ウ ム ハ ラ イ ド 、 お よ び バ リ ウ ム ハ ラ イ ド か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。 本 発 明
の 溶 液 の 塩 の 組 成 物 は 、 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 溶 液 に 対 し て 濃 度 が あ ま り に も 低 い
か ま た は あ ま り に も 高 い 塩 含 有 量 は 細 胞 に 損 傷 を 与 え 得 る の で 、 生 理 学 的 に バ ラ ン ス が と
れ て い る 。 該 用 語 「 出 発 溶 液 」 と は 、 い ず れ か の 反 応 ま た は 該 溶 液 の 電 解 前 に 加 え ら れ る
塩 組 成 物 を 含 有 す る 溶 液 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 、 並 び に 場 合 に よ り 鉱 物 を 含 有 す る 出 発
溶 液 を 、 電 解 に よ っ て 酸 性 水 に 変 換 す る 。 該 電 解 さ れ た ハ ラ イ ド 含 有 の 溶 液 は 、 典 型 的 な
酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 約 ＋ ６ ０ ０ ～ 約 ＋ １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ で あ る 。 該 電 解 さ れ た 塩 素 を 含
有 す る 溶 液 の ｐ Ｈ は 、 典 型 的 に は 約 ５ 以 下 に ま で 低 下 し 、 ｐ Ｈ が 少 な く と も 約 ２ だ け の 場
合 に は 、 そ の こ と に よ り 、 殺 ウ イ ル ス 性 、 殺 菌 性 、 殺 真 菌 性 、 お よ び 殺 胞 子 性 の 性 質 を 与
え る 。 典 型 的 に は 、 該 塩 は 、 電 解 中 に イ オ ン 化 さ れ る ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 の 形 態 で 供 給 さ れ
る 。 こ れ ら の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 、 リ チ ウ ム ハ ラ イ ド 、 ナ ト
リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 マ グ ネ シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 亜 鉛 ハ ラ イ ド 、 リ チ ウ ム ハ
ラ イ ド 、 バ リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 セ シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 お よ び ル ビ ジ ウ ム ハ ラ イ ド か ら な る 群 か
ら 選 ば れ る 。 こ れ ら の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 、 リ チ ウ ム ハ ラ イ
ド 、 ナ ト リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 カ リ ウ ム ハ ラ イ ド 、 マ グ ネ シ ウ ム ハ ラ イ ド 、 亜 鉛 ハ ラ イ ド 、 リ
チ ウ ム ハ ラ イ ド 、 お よ び バ リ ウ ム ハ ラ イ ド か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と が 好 ま し い 。 該 塩
は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 、 塩 化 カ リ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 ま た は 塩 化 亜 鉛 か ら 選 ば れ る こ
と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 該 電 解 溶 液 の 製 造 の た め の 出 発 溶 液 は 、 少 な く と も １ つ の
金 属 ハ ラ イ ド 塩 を 含 む 。 １ つ 以 上 の 金 属 ハ ラ イ ド が 存 在 す る 場 合 に は 、 該 塩 は 相 互 に 同 じ
か ま た は 異 な る 濃 度 で 存 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の １ つ の 例 示 的 な 溶 液 に お い て 、 電 解 さ れ た 溶 液 の 製 造 の た め の 出 発 溶 液 は 、 濃
度 が 約 ４ ． ０ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ９ ． ９ ｇ ／ Ｌ の 範 囲 で 存 在 す る ナ ト リ ウ ム ハ ラ イ ド を 含 む 。 本 発
明 の １ 態 様 に お い て 、 該 ハ ラ イ ド は ク ロ リ ド で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 該 溶 液 の 製 造 の た め に 特 に 好 ま し い 出 発 溶 液 は 、 濃 度 が 約 ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 １ ４ ｇ ／ Ｌ
の 範 囲 で 存 在 す る 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 該 出 発 塩 溶 液 を 、 所 望 す る 組 成 物 を 与 え る
の に 十 分 な 条 件 下 で 電 解 を 行 な う こ と に よ る 電 解 に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 該 塩 含 有 の 酸 性 溶 液 は 、 化 学 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 化 学 的 な
合 成 法 を 含 む ） ま た は 物 理 学 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 該 溶 液 の 構 成 成 分 の 撹 拌 ） に よ っ て 、 製
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造 す る こ と が で き る 。 別 の 態 様 に お い て 、 該 溶 液 は 、 そ れ を 直 接 的 に 適 用 す る か ま た は 使
用 す る 場 所 で イ ン シ チ ュ で 製 造 す る 。 イ ン シ チ ュ で の 該 溶 液 の 製 造 方 法 を 、 以 下 に 提 示 す
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 酸 性 溶 液 は 、 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 (hypohalous acid)を 含 み 、 そ し て 他 の 構 成 成 分
中 、 ヒ ド ロ キ シ ル フ リ ー ラ ジ カ ル 、 酸 素 、 お よ び オ ゾ ン を 含 み 得 る 。 こ れ ら の 構 成 成 分 は
、 創 傷 治 癒 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 に 関 連 す る 生 理 学 的 な シ ス テ ム に 関 与 す る 同 一
の 酸 化 剤 の い く つ か を 含 む 。 例 え ば 、 次 亜 塩 素 酸 は 、 炎 症 、 損 傷 、 お よ び 創 傷 の 部 位 で 好
中 球 に よ っ て 産 生 さ れ る 主 要 な 殺 菌 性 物 質 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 溶 液 は 生 理 学 的 に バ ラ ン ス が と れ て い る の で 、 感 染 し た 創 傷 に 適 用 し た 場 合 に
、 そ れ ら は 、 治 癒 の プ ロ セ ス を 実 質 的 に 増 大 す る 。 本 発 明 の 水 溶 液 の 抗 菌 性 質 に つ い て は
、 多 数 の 生 物 （ 例 え ば 、 大 腸 菌 、 リ ス テ リ ア ・ モ ノ サ イ ト ゲ ネ ス 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 、 メ チ
シ リ ン 耐 性 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 （ Ｍ Ｒ Ｓ Ａ ） 、 緑 膿 菌 、 乳 酸 菌 、 酵 母 菌 、 バ ン コ マ イ シ ン 耐 性
腸 球 菌 、 カ ビ 、 お よ び 胞 子 （ 炭 疽 菌 の 胞 子 を 含 む ） ） に つ い て 調 べ た 。 特 に 、 本 発 明 の 溶
液 を 用 い て 、 炭 疽 菌 (Baccilus anthracis)の ３ つ の 異 な る 菌 株 を 処 置 す る の に 成 功 し た 。
バ ン コ マ イ シ ン 耐 性 の 細 菌 、 Ｍ Ｒ Ｓ Ａ お よ び そ の 他 は 、 本 発 明 の 溶 液 に よ っ て 容 易 に 破 壊
さ れ る 。 本 発 明 の 溶 液 は 浸 透 圧 的 に バ ラ ン ス が と れ て お り 、 環 境 的 に 優 し く 、 そ し て 最 小
の 細 胞 毒 性 を 有 す る 。 例 え ば 、 ウ サ ギ の 眼 で は 細 胞 毒 性 は 全 く 観 察 さ れ ず 、 今 日 ま で 行 な
わ れ た イ ン ビ ト ロ で の 細 胞 毒 性 研 究 で も 観 察 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 溶 液 を ヒ ト 皮 膚 細 胞 （ 例 え ば 、 ケ ラ チ ノ サ イ ト 、 線 維 芽 細 胞 、 お よ び メ ラ ニ ン
細 胞 ） に イ ン ビ ト ロ 研 究 で 適 用 す る 場 合 に は 、 そ の も の は 十 分 に 耐 性 で あ っ て 、 そ し て 最
小 の 細 胞 毒 性 は 減 菌 生 理 食 塩 水 の 溶 液 の も の に 匹 敵 す る 。 本 発 明 の 溶 液 を ま た 、 ド レ ー ズ
(Draize)試 験 を 用 い て ウ サ ギ の 眼 に イ ン ビ ボ 研 究 に お い て 適 用 し 、 こ の こ と は 、 該 眼 を 被
験 溶 液 に 曝 露 後 に 、 眼 の 解 剖 学 的 な お よ び 生 理 学 的 な 変 化 の 直 接 的 な 観 察 を 与 え る 。 比 較
研 究 に お い て 、 ウ サ ギ に 、 生 理 食 塩 水 （ １ ５ 眼 ） ま た は 本 発 明 の 溶 液 （ １ ５ 眼 ） の い ず れ
か を ラ ン ダ ム に お よ び 二 重 盲 検 様 式 で 与 え た 。 各 眼 に は 、 ８ 時 間 毎 に ０ ． １ ｍ Ｌ の 溶 液 を
与 え 、 そ し て 様 々 な 時 点 で の 観 察 を 集 め た 。 該 処 理 し た 眼 を 、 眼 の 刺 激 作 用 に つ い て 観 察
し た 。 細 胞 毒 性 の 指 標 は 、 該 研 究 の 両 方 の ア ー ム に お い て ０ で あ っ た 。 生 理 食 塩 水 お よ び
本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 処 理 し た ウ サ ギ は 、 両 方 の 処 置 に お い て 同 様 に 耐 性 で あ っ た が 、 い
ず れ の 刺 激 応 答 を も 示 さ な か っ た 。 本 発 明 の 等 張 性 溶 液 は 、 生 物 学 的 な 組 織 に 対 し て 非 毒
性 で あ っ て 、 且 つ 生 理 食 塩 水 の 溶 液 に 匹 敵 す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 以 下 の 安 定 性 の 性 質 を 有 す る 。 該 溶 液 を 約 ４ ℃ で 約 ２ ５ ヶ 月 の 期 間 、
容 器 ま た は 保 存 媒 質 中 に 保 存 後 の 該 溶 液 は 、 保 存 前 に 新 た に 製 造 し た 溶 液 の Ｏ Ｒ Ｐ （ 酸 化
還 元 電 位 ） の ９ ０ ％ 程 度 で あ っ て 、 約 ９ ９ ． ９ ％ 以 下 （ 約 ９ ５ ％ 程 度 で あ っ て 、 約 ９ ９ ．
９ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く ； 約 ９ ７ ． ５ ％ 程 度 で あ っ て 、 約 ９ ９ ． ９ ％ 以 下 で あ る こ
と が 最 も 好 ま し い ） で あ る 酸 化 還 元 電 位 の 測 定 値 を 有 す る が 、 該 溶 液 の 曝 露 の １ ０ ～ ６ ０
秒 後 に 微 生 物 の 活 性 の 低 下 が ５ ｌ ｏ ｇ ま で に 保 持 さ れ る こ と が 測 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 方 法 に 従 っ て 媒 質 中 で 製 造 さ れ そ し て 保 存 さ れ る 該 安 定 な 溶 液 は 、 保 存 の 媒 質
の 性 質 、 保 存 の 温 度 、 お よ び 該 容 器 ま た は 媒 質 が 開 口 さ れ て い た か ど う か に 応 じ て 、 安 定
性 ま た は 有 効 期 間 の 性 質 を 延 長 す る 。 例 え ば 、 該 溶 液 は 、 該 容 器 を 予 め 開 口 し な い か あ る
い は 保 存 後 に 使 用 す る 場 合 に は 、 室 温 で 保 存 す る 場 合 に 少 な く と も ２ ４ 時 間 、 新 た に 製 造
し た 溶 液 の Ｏ Ｒ Ｐ の ９ ５ ％ 程 度 の Ｏ Ｒ Ｐ を 有 し 得 る 。 １ 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 安 定 な 溶
液 は 、 ガ ス 気 密 な 封 し た 容 器 中 に 保 存 す る こ と が で き 、 こ の こ と に よ り 更 に 、 該 溶 液 の 安
定 性 の 性 質 は 延 長 さ れ る 。 加 え て 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 該 溶 液 を 室 温 以 上 で 保 存 す る 場 合 よ
り も 室 温 以 下 で 保 存 す る 場 合 に は 、 よ り 長 い 保 存 の 有 効 期 間 を 有 す る 。 「 室 温 」 と は 、 本
明 細 書 中 、 ２ ０ ～ ２ ５ ℃ の 間 と 定 義 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 明 細 書 中 で 定 義 す る 、 該 溶 液 の 「 安 定 性 」 ま た は 「 安 定 な 溶 液 」 と は 、 本 発 明 の 溶 液
が 、 溶 液 に 曝 露 の １ ０ ～ ６ ０ 秒 後 に 、 微 生 物 の 活 性 の ５ ｌ ｏ ｇ ま で の 低 下 を 保 持 す る こ と
を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 該 溶 液 の 相 対 的 な 安 定 性 は ま た 、 活 性 ハ ラ イ ド の 存 在 に つ い て の ヨ ウ 素 滴 定 か
ら 測 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 以 下 の 細 胞 毒 性 の 低 下 を 有 す る 。 本 発 明 の 溶 液 を ヒ ト の 皮 膚 細 胞 （ 例
え ば 、 ケ ラ チ ノ サ イ ト 、 線 維 芽 細 胞 、 お よ び メ ラ ニ ン 細 胞 ） に イ ン ビ ボ 研 究 に お い て 適 用
す る 場 合 に 、 そ の も の は 十 分 に 耐 性 で あ っ て 、 そ し て 非 実 質 的 な 細 胞 毒 性 が 、 Tripan Blu
e intergen検 出 法 お よ び プ ロ チ ェ ッ ク 細 胞 生 存 率 ア ッ セ イ (pro check cell viability as
say)を 用 い て 測 定 さ れ た 。 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 減 菌 生 理 食 塩 水 の 溶 液 の
も の に 匹 敵 す る 最 小 の 細 胞 毒 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 中 で 与 え る い ず れ か の 理 論 に よ っ て 関 連 付 け ら れ る も の で は な い が 、 本 発 明 の 溶
液 の 最 小 の 細 胞 毒 性 は 、 本 明 細 書 中 に 開 示 す る 通 り 、 溶 液 中 の Ｏ Ｃ ｌ － の 濃 度 に 依 存 す る
と 考 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 非 毒 性 で あ っ て 、 そ し て 抗 菌 性 質 を 有 す る 理 由 で 、 抗 菌 性 質 が 所 望 さ
れ る い ず れ の 使 用 方 法 に お い て 有 用 で あ る 。 そ れ ら の 使 用 方 法 と し て は 、 例 え ば 創 傷 、 火
傷 お よ び 癌 種 炎 の 処 置 ； 灌 注 ； 組 織 部 位 の 洗 浄 （ 例 え ば 、 手 術 前 ま た は 後 ） ； 眼 科 的 な 使
用 法 （ 例 え ば 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ 洗 浄 溶 液 と し て 、 ま た は 眼 手 術 の 前 、 そ の 間 も し く は 後
の 眼 の 灌 注 ） ； 皮 膚 科 学 的 な 使 用 法 ； 乾 癬 ； お よ び 、 当 該 分 野 の 当 業 者 に と っ て 容 易 に 明
ら か な 多 数 の 使 用 法 を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 同 様 な 使 用 方 法 で 使 用 さ れ る 多 く
の 他 の 無 機 ハ ラ イ ド 溶 液 と は 違 っ て 、 本 発 明 の 組 成 物 は 副 作 用 が 最 小 限 か ら 全 く な い 。 例
え ば 、 ウ サ ギ の 眼 に お け る ド レ ー ズ 試 験 の 場 合 に は 、 他 の 防 腐 性 の 溶 液 と 比 較 し て 、 本 発
明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 安 定 な 酸 性 溶 液 は 、 生 理 食 塩 水 の 溶 液 と 同 様 な 様 式 で 機
能 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 別 の ド レ ー ズ 試 験 の 場 合 に は 、 ウ サ ギ の 眼 を 本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 処 理 し 、 そ し て 眼 科
用 グ レ ー ド の ベ タ ジ ン （ Alcon Co., TX社 製 ； ５ ％ 濃 度 ） と 比 較 し た 。 各 眼 に 該 溶 液 （ ０
． １ ｍ Ｌ ） を ８ 時 間 毎 に 与 え 、 そ し て 様 々 な 時 点 で の 観 察 を 記 録 し た 。 該 ド レ ー ズ 方 法 は
、 被 験 溶 液 に 該 眼 を 曝 露 後 の 、 眼 の 解 剖 学 的 な お よ び 生 理 学 的 な 変 化 の 直 接 的 な 観 察 を 与
え る 。 本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 処 置 し た ウ サ ギ は 、 い ず れ か の 刺 激 作 用 の 兆 候 を 有 さ ず に 、
該 処 置 に 対 し て 耐 性 で あ っ て 、 一 方 で 、 眼 科 用 グ レ ー ド の ベ タ ジ ン を 用 い て 処 置 し た ウ サ
ギ は 、 該 処 置 に 対 し て 耐 性 で は な く 、 そ し て 有 意 な レ ベ ル の 発 赤 (redness)、 眼 の 刺 激 お
よ び 不 快 感 を 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 本 明 細 書 中 に 以 下 に 記 載 の 通 り 、 様 々 な 利 用 法 （ 例 え ば 、 絆 創 膏 ま
た は 創 傷 用 包 帯 を 含 む ） に 導 入 す る こ と が で き る 。 該 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶
液 を 、 本 明 細 書 に 以 下 に 記 載 の 通 り 、 創 傷 処 置 プ ロ ト コ ー ル に お い て 特 別 に 設 計 し た 絆 創
膏 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 該 特 殊 な 絆 創 膏 は 開 口 部 ま た は 「 窓 」 を 含 み 、
そ こ か ら 局 所 的 な 処 置 物 質 （ 例 え ば 、 本 発 明 の 溶 液 ） を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 明 細 書 中 、 容 器 中 に パ ッ ケ ー ジ さ れ た 本 発 明 の 組 成 物 を 含 有 す る 製 品 を も 開 示 す る 。
本 発 明 の 組 成 物 と 接 触 す る 該 容 器 の 表 面 は 、 酸 化 剤 と 反 応 し な い 物 質 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 発 明 の 詳 細 な 記 載 ）
　 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 ； 該 溶 液 の 製 造 に お い て 使 用 す る 方 法 お よ び 装 置
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； 並 び に 、 該 溶 液 の 使 用 方 法 （ 例 え ば 、 該 溶 液 ま た は 他 の 局 所 適 用 処 置 物 質 を 投 与 す る た
め の 特 殊 な 絆 創 膏 に つ い て の 記 載 を 含 む ） を 、 本 明 細 書 中 に 記 載 す る 。 該 溶 液 に つ い て 推
奨 さ れ る パ ッ ケ ー ジ を も 開 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ． 本 発 明 の 組 成 物
　 本 発 明 は 、 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 に 関 す る 。 こ の も の は 、 １ ハ ラ イ ド 含
有 の 塩 の 全 濃 度 が 、 約 ０ ． ０ １ ４ ～ ０ ． ５ ４ ７ 　 ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ の 浸 透 圧 モ ル 濃 度 の 範 囲 で あ
る （ 約 ０ ． １ ２ ３ ～ ０ ． ３ ７ ６ 　 ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ の 範 囲 で あ る こ と が よ り 好 ま し く ； 約 ０ ． １
３ ７ ～ ０ ． ３ ４ ２ 　 ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ の 範 囲 で あ る こ と が 最 も 好 ま し い ） こ と を 含 む 出 発 溶 液 か
ら 得 る こ と が で き る 。 場 合 に よ り 、 最 終 的 な 使 用 方 法 に 応 じ て 、 鉱 物 を 加 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 解 を 行 な う 前 の 典 型 的 な 出 発 溶 液 は 、 例 え ば １ ク ロ リ ド 含 有 の 塩 を 含 み 得 る が 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 こ こ で 、 該 ク ロ リ ド 含 有 塩 は 、 塩 化 リ チ ウ ム 、 塩 化 ナ ト リ ウ
ム 、 塩 化 カ リ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 セ シ ウ ム 、 塩 化
ル ビ ジ ウ ム 、 お よ び 塩 化 バ リ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 溶 液 を 製 造 す る た め に 使 用 す る 該 出 発 溶 液 に お い て 使 用 可 能 な 様 々 な 塩 素 含 有 の 塩 に つ
い て の 代 表 的 な 濃 度 の 範 囲 を 、 以 下 の 表 １ 中 に 提 示 す る 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 浸 透 圧 モ ル 濃 度 の 定 義 ： 非 解 離 性 溶 質 の １ Ｍ 溶 液 は 、 １ 　 Ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ で あ る （ 該 溶 液 は
、 リ ッ ト ル 当 た り ６ ． ０ ２ ３ × １ ０ Ｅ ２ ３ の 粒 子 を 含 む ） 。 解 離 性 塩 の 溶 液 は 、 ｎ Ｏ ｓ ｍ
ｏ ｌ で あ り 、 こ こ で 、 ｎ は １ 分 子 当 た り に 生 成 す る イ オ ン 数 で あ る 。 従 っ て 、 ０ ． ０ ３ Ｍ
の Ｋ Ｃ ｌ 溶 液 は 、 ０ ． ０ ６ 　 Ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ で あ る （ Irwin H. Segelに よ る 、 Biochemical Ca
lculations, 2版 . John Wiley & Sonsに よ っ て 出 版 , New York.） 。 浸 透 圧 モ ル 濃 度 は 生
理 学 的 な 研 究 に お い て 考 慮 さ れ る こ と が 多 く 、 こ こ で 、 組 織 ま た は 細 胞 は 、 水 の 取 り 込 み
ま た は 放 出 を 防 止 す る た め に 、 細 胞 質 と 同 じ 浸 透 圧 モ ル 濃 度 の 溶 液 中 で バ ッ チ し な け れ ば
い け な い 。 血 漿 は 、 ０ ． ３ ０ ８ 　 Ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ で あ る 。 従 っ て 、 ０ ． ３ ０ ８ 　 Ｏ ｓ ｍ ｏ ｌ の
Ｎ ａ Ｃ ｌ 溶 液 （ ０ ． １ ５ ４ Ｍ ） 中 に 懸 濁 し た 赤 血 球 は 、 収 縮 も し な い し ま た 膨 張 も し な い
。 該 ０ ． １ ５ ４ Ｍ の Ｎ ａ Ｃ ｌ 溶 液 は 、 赤 血 球 に 関 し て 等 張 性 で あ る と 言 え る （ Irwin H. S
egelら に よ る ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 表 １ 中 に 記 載 す る 出 発 溶 液 か ら 製 造 す る 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 の 性 質 を
、 以 下 の 表 ２ 中 に 提 示 す る 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｉ Ｉ ． 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 、 電 解 さ れ た 酸 性 の 創 傷 治 癒 用 溶 液 を 製 造 す る た め
の 装 置 お よ び 方 法
　 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 は 、 電 解 を 用 い て 製 造 す る 。 水 の 電 解 は
、 水 素 イ オ ン を 還 元 し て 水 素 ガ ス を 得 て 、 水 酸 化 物 イ オ ン を 酸 化 し て 酸 素 ガ ス を 得 る 方 法
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 す る 創 傷 治 癒 の 溶 液 は 、 Ｓ Ｕ Ｎ Ｔ Ｒ Ｏ Ｎ （ 登 録 商 標 ） Ｍ Ｗ Ｂ － ２ モ デ ル
電 解 装 置 （ Koshin Co. Ltd.製 , 京 都 , 日 本 ） を 用 い て 製 造 し た 。 等 価 な 創 傷 治 癒 の 溶 液
は 、 Ｓ Ｕ Ｐ Ｅ Ｒ 　 Ｏ Ｘ Ｓ Ｅ Ｅ Ｄ 　 Ｌ Ａ Ｂ Ｏ （ 登 録 商 標 ） 電 解 装 置 （ ARV Co.製 , 日 本 ） を
用 い て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ は 、 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 、 電 解 さ れ た 酸 性 の 創 傷 治 癒 溶 液 を 製 造 す る 際 の
電 解 装 置 の 一 般 的 な 図 で あ る 。 Ｓ Ｕ Ｎ Ｔ Ｒ Ｏ Ｎ （ 登 録 商 標 ） Ｍ Ｗ Ｂ － ２ モ デ ル 電 解 槽 を 参
照 す る と 、 電 解 装 置 １ は 、 第 １ の コ ン パ ー ト メ ン ト ２ お よ び 第 ２ の コ ン パ ー ト メ ン ト ３ を
有 し 、 そ の 各 々 は 約 ３ Ｌ の 容 量 を 有 す る 。 コ ン パ ー ト メ ン ト ２ お よ び ３ は 、 半 透 膜 ４ に よ
っ て 仕 切 ら れ て い る 。 第 １ の コ ン パ ー ト メ ン ト ２ に は 、 陽 極 ５ が 存 在 す る 。 第 １ の コ ン パ
ー ト メ ン ト ２ で は 、 強 酸 溶 液 ６ が 生 成 す る 。 第 ２ の コ ン パ ー ト メ ン ト ３ に は 、 陰 極 ７ が 存
在 す る 。 コ ン パ ー ト メ ン ト ３ で は 、 ア ル カ リ 性 溶 液 ８ が 生 成 す る 。 電 極 ５ お よ び ７ を 動 力
源 ９ に 接 続 し て 、 こ の こ と に よ り ０ ． ９ Ａ 、 １ ０ ０ Ｖ の 電 流 が 生 じ る 。 ふ た １ ０ は 、 電 解
装 置 が 周 囲 の 周 囲 の 空 気 １ １ に よ っ て 汚 染 さ れ る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 塩 化 ナ ト リ ウ ム （ １ ３ ． ５ ｇ ； 非 ヨ ウ 素 酸 塩 (Non-iodated), Morton製 ） を 蒸 留 水 （ ２
． ５ Ｌ ） に 加 え て 、 ５ ． ３ ８ ｇ ／ Ｌ ま た は ０ ． ５ ３ ８ ％ の 溶 液 を 得 た 。 該 溶 液 （ ２ ． ５ Ｌ
） を 第 １ の コ ン パ ー ト メ ン ト ２ に 入 れ 、 該 溶 液 （ ２ ． ５ Ｌ ） を 第 ２ の コ ン パ ー ト メ ン ト ３
に 入 れ た 。 図 １ に 示 す 動 力 源 ９ を 起 動 し 、 該 動 力 を １ ５ 分 間 作 動 さ せ た 。 外 部 か ら 熱 を 加
え た り ま た 熱 を 全 く 除 く こ と な く 、 該 電 解 を 室 温 で 行 な っ た （ 約 ２ ５ ℃ ～ ３ ０ ℃ ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 塩 溶 液 に よ り 、 電 流 が 電 極 間 を 通 る こ と が 可 能 と な り 、 電 解 プ ロ セ ス が 促 進 さ れ る 。 電
解 プ ロ セ ス に 影 響 を 及 ぼ す の に 必 要 な 塩 の 量 は 、 最 小 限 で あ る 。 下 式 に 示 す 通 り 、 電 解 プ
ロ セ ス の 間 、 ハ ラ イ ド 塩 （ 例 え ば 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム ） は イ オ ン 形 態 で あ る 。
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【 化 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 生 理 食 塩 水 の 電 解 反 応 の 間 に 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン は 負 に 荷 電 し た 電 極 に 誘 引 さ れ 、 ア ル
カ リ 側 の 水 酸 化 物 イ オ ン と 均 衡 す る 。 ク ロ リ ド イ オ ン は 、 陽 極 に 運 搬 さ れ る 。 次 い で 、 下
式 に 示 す 通 り 、 ク ロ リ ド イ オ ン は 酸 化 反 応 を 受 け て 、 こ の こ と に よ り 少 量 の 塩 素 ガ ス を 生
成 し 、 こ の も の は 直 ち に 消 費 さ れ て 次 亜 塩 素 酸 を 形 成 す る 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 生 理 食 塩 水 中 の ク ロ リ ド イ オ ン は 、 Ｈ Ｃ ｌ Ｏ 、 Ｃ ｌ Ｏ － ま た は Ｃ ｌ － の い ず れ か の 形 態
で あ る 。 こ れ ら の イ オ ン 間 の バ ラ ン ス は 、 溶 液 の ｐ Ｈ に よ っ て 大 き く 影 響 を 受 け る 。 い ず
れ か の 理 論 に よ っ て 関 連 付 け ら れ る も の で は な い が 、 Ｈ Ｃ ｌ Ｏ ま た は Ｃ ｌ Ｏ － イ オ ン は 有
効 な 減 菌 剤 で あ っ て 、 Ｈ Ｃ ｌ Ｏ は Ｃ ｌ Ｏ － よ り も １ ０ 倍 以 上 有 効 で あ る 。 酸 性 の ｐ Ｈ で は
、 ほ と ん ど の Ｃ ｌ Ｏ － イ オ ン は Ｈ Ｃ ｌ Ｏ の 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 電 解 を 受 け る 他 の ハ ラ イ ド 塩 も ま た 、 同 様 な イ オ ン 化 の プ ロ セ ス に 関 与 す る 。 こ の こ と
は 、 当 該 分 野 で よ く 知 ら れ 、 ま た 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 典 型 的 な 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 は 例 え ば 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 濃
度 が 約 ０ ． ５ ｇ ～ ９ ． ９ ｇ ／ Ｌ の 範 囲 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 該 溶 液 中 の 次 亜 塩 素 酸 （ Ｈ Ｏ Ｘ ） の 濃 度 は 約 ０ ． １ ～ 約 １ ,
０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 約 １ ～ 約 ７ ５ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 そ し て 約 ５ ～ 約
５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 電 解 さ れ た 酸 性 溶 液 は
、 ナ ト リ ウ ム カ チ オ ン の 濃 度 が 約 ０ ． ０ １ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ７ ｇ ／ Ｌ の 範 囲 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 に 記 載 の 出 発 物 質 を 用 い て 製 造 し た 、 典 型 的 な 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 電 解
さ れ た 酸 性 溶 液 は 、 ｐ Ｈ が 低 く （ 約 ２ ～ 約 ５ ） 、 Ｈ Ｃ ｌ Ｏ 濃 度 が 約 ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ 約 １ ０
０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 。 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 該 溶 液 の ｐ Ｈ は 、 ２ ． ４ ～ ５ ． ０ で あ る 。
こ の 化 学 品 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 本 発 明 の 電 解 さ れ た 酸 性 の 生 理 食 塩 水 の 溶 液 は 優 れ た 殺
菌 能 力 お よ び そ の 安 定 性 の 性 質 の 延 長 を 得 る 。 加 え て 、 該 溶 液 は 、 室 温 で 少 な く と も ３ ヶ
月 間 保 存 し た 場 合 に 、 な お 安 定 で 且 つ 活 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 典 型 的 に 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 溶 液 は 、 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 約 ＋
６ ０ ０ ｍ Ｖ ～ 約 ＋ １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 標 準 的 な 電 解 装 置 （ 本 明 細 書 に お い て 名 前 を 挙 げ た 装 置 を 含 む ） を 、 上 記 の 通 り 本 発 明
の 電 解 さ れ た 塩 溶 液 の 製 造 に お い て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 Ｉ Ｉ Ｉ ． 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 を 製 造 す る た め の 化 学 反 応
　 次 亜 塩 素 酸 の 水 溶 液 の 製 造 の た め の 様 々 な 化 学 反 応 が 、 当 該 分 野 に お い て 知 ら れ る 。 例
え ば 、 The Merck Index, Tenth Edition M. Windholz, Ed., Merck & Co., Rahway, USA,
 1983お よ び 本 明 細 書 中 に 引 用 す る 文 献 を 参 照 。 本 発 明 の 溶 液 の 製 造 の た め の 方 法 の よ り
一 般 的 で あ っ て 非 限 定 的 な 例 を 、 以 下 の 反 応 式 中 に 提 示 す る 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 の 水 溶 液 の 製 造 の た め の 方 法 の 非 限 定 的 な 例 は 、 以 下 の 通 り 提 示 す る 。
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 の 溶 液 の 生 成 に お け る 、 該 溶 液 の 製 造 の た め の 上 記 の 各 代 表 的 な 方 法 に お
い て 、 該 溶 液 の ｐ Ｈ は 水 溶 液 の ｐ Ｈ を 調 節 す る た め の 当 該 分 野 に お い て 知 ら れ る 標 準 的 な
方 法 を 用 い て 、 目 的 の ｐ Ｈ に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 安 定 な 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 水 溶 液 の 組 成 物
を 与 え る で あ ろ う 反 応 物 の 相 対 的 な 濃 度 は 、 使 用 す る 反 応 物 の 性 質 お よ び 種 類 に 従 っ て 変
わ り 、 目 的 の 溶 液 を 得 る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 溶 液 を 含 有 す る 塩 の 濃 度 は 、 表 １ 中 に 開 示 す
る 濃 度 範 囲 を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、 該 本 発 明 の 安 定 で 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 水 溶 液 は ま た
、 該 溶 液 を 用 い る 直 前 に 適 当 な 出 発 化 学 品 を 混 合 す る こ と に よ っ て 、 製 造 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 安 定 で 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 水 溶 液 は ま た
、 使 用 す る 直 前 に イ ン シ チ ュ で 化 学 品 を 混 合 す る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。 イ
ン シ チ ュ で の 該 出 発 物 質 の 混 合 は 、 当 該 分 野 に お け る 様 々 な 公 知 の 方 法 を 用 い て 実 施 す る
こ と が で き る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 組 成 物 の 製 造 の た め の 出 発 物 質 ま た は 試 薬 は 、 ガ ラ ス ベ
ッ ド 、 ア ン プ ル な ど の 中 に 別 々 に 保 存 す る か 、 容 器 に 入 れ る か 、 ま た は 包 含 す る こ と が で
き 、 そ し て 該 試 薬 は 、 該 試 薬 を 容 器 に 入 れ た 個 々 の 容 器 ま た は ベ ッ ド を 放 出 し そ し て 該 溶
液 を 使 用 す る 目 的 部 位 で 反 応 す る こ と を 許 容 す る 際 に は 、 混 合 す る こ と が で き る 。 該 試 薬
を ガ ラ ス ベ ッ ド 、 ア ン プ ル な ど の 中 に 包 含 す る 場 合 に は 、 該 溶 液 の 反 応 性 成 分 の 放 出 を 可
能 と す る 一 方 で 、 個 々 の 容 器 を 結 合 し ま た は ホ ー ル ド す る 手 段 を 得 て 、 目 的 の 処 置 部 位 で
の 該 容 器 の 放 出 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 製 造 後 に 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 使 用 す る た め に 保 存 し な け れ ば い け な い 。 パ ッ ケ ー ジ の 方
法 お よ び 物 質 は 、 該 溶 液 の 有 用 な 有 効 期 間 を 保 ち そ し て 延 ば す の に 非 常 に 重 要 で あ る 。 例
え ば 、 該 溶 液 と 接 触 す る 容 器 の 表 面 は 、 酸 化 剤 と 反 応 し な い 傾 向 で あ る 物 質 か ら 構 成 さ れ
る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 我 々 は 、 多 数 の 異 な る 容 器 の 物 質 を 評 価 し 、 驚 く べ き こ と に ガ ラ ス と 接 触 す る 表 面 は 該
溶 液 の 長 期 間 の 強 度 （ 作 用 強 度 ） を 保 存 す る が 、 通 常 、 プ ラ ス チ ッ ク 表 面 は 役 に 立 た な い
こ と を 発 見 し た 。 例 え ば 、 米 国 薬 局 方 ， XXIII（ 1995） に よ っ て 確 立 さ れ た タ イ プ Ｉ Ｉ Ｉ
の 要 求 お よ び そ の 補 足 で あ る 「 661章 」 , 「 Chemical Rsistance-Glass Container」 を 満
た す 、 石 灰 ナ ト リ ウ ム （ soda lime） で 被 覆 さ れ た 化 学 的 に 耐 性 な 琥 珀 ガ ラ ス の ボ ト ル （
１ Ｌ ま た は ５ ０ ０ ｍ Ｌ ） （ Lawson Mardon Wheaton製 , Millville, Nj 08332） は 本 発 明 の
生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 溶 液 に つ い て の 優 れ た 保 存 容 器 と な る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な
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い 。 こ れ ら の ボ ト ル は ま た 、 USP（ 661） 章 の 「 Light Transmission」 に よ っ て 確 立 さ れ た
光 防 護 の 要 求 （ こ れ は 、 あ る 場 合 に 有 用 で あ り 得 る ） を も 満 足 す る 。 該 ボ ト ル の キ ャ ッ プ
は フ ェ ノ ー ル か ら 工 作 し 、 ラ イ ナ ー 面 （ liner facing） を テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） （ PTFE）
製 と し 、 こ の も の は キ ャ ッ プ を 封 す る の に 役 立 ち 、 ボ ト ル 中 に 周 囲 の 空 気 が 流 れ 込 む の を
防 止 す る 。 こ の ボ ト ル は 、 AllPak Corp., Bridgeville, PAか ら 入 手 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 同 じ 製 造 主 （ AllPak Corp.） に よ っ て 製 造 さ れ た も の で あ る が 、 琥 珀 色 の 着 色 が な い 白
（ 透 明 ） ガ ラ ス の ボ ト ル も ま た 、 該 溶 液 の 安 定 性 を 保 つ の に 十 分 に 機 能 す る 。 本 発 明 の １
態 様 に お い て 、 該 溶 液 の 保 存 容 器 の ガ ス 気 密 シ ー リ ン グ は 、 該 溶 液 の 安 定 性 の 性 質 を 保 存
し ま た は 伸 ば す 。 保 存 、 シ ー リ ン グ 、 お よ び 使 用 後 の 該 容 器 の 再 シ ー リ ン グ の た め に 使 用
す る ガ ス 気 密 シ ー リ ン グ 方 法 は 、 当 該 分 野 に お い て 知 ら れ る 方 法 を 含 み 得 て 、 例 え ば 気 密
性 ス ク リ ュ ー キ ャ ッ プ 、 気 密 性 の フ タ 、 化 学 的 な 耐 性 の Ｏ － リ ン グ も し く は ガ ス ケ ッ ト を
有 す る キ ャ ッ プ も し く は フ タ の 使 用 ； シ ー リ ン グ テ ー プ （ 例 え ば 、 電 気 的 な テ ー プ ） の 使
用 ； ま た は 、 該 容 器 の 気 密 性 の シ ー リ ン グ も し く は 再 シ ー リ ン グ に つ い て 当 該 分 野 に お い
て 知 ら れ る 関 連 方 法 を 挙 げ ら れ る 。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ １ 】
　 該 溶 液 の ｐ Ｈ お よ び Ｏ Ｒ Ｐ に 及 ぼ す 保 存 の 影 響
　 我 々 は 、 表 ２ お よ び ３ を 参 照 す る 通 り 、 ｐ Ｈ お よ び 様 々 な 物 質 か ら 製 造 さ れ た ボ ト ル 中
で の 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） の 観 点 で 、 上 記 の 溶 液 の 有 効 期 間 の 研 究 を 行 っ た 。 新 し く 調
製 し た 溶 液 は 、 ４ 種 類 の ボ ト ル 、 す な わ ち 琥 珀 色 ガ ラ ス ； 白 色 （ 透 明 ） ガ ラ ス ； 高 密 度 ポ
リ エ チ レ ン （ Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ ） ； お よ び テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 中 で ３ ヶ 月 間 保 存 し た 。 本 発 明 の
該 溶 液 の 安 定 性 お よ び 活 性 は ま た 、 Ｕ Ｖ 分 光 法 を 用 い て 活 性 ハ ロ ゲ ン 濃 度 を 測 定 す る こ と
に よ っ て 測 定 す る こ と が で き る 。 活 性 ク ロ リ ド を 含 有 す る 溶 液 の 場 合 に は 、 本 発 明 の 溶 液
の 安 定 性 お よ び 活 性 は ま た 、 ヨ ー ド 滴 定 法 ま た は Ｕ Ｖ 分 光 法 を 用 い て 活 性 塩 素 を 測 定 す る
こ と に よ っ て 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ５ ～ １ ０ 日 の 間 隔 に わ た る あ る 時 点 で 、 認 識 し た (known)ア リ コ ー ト を 吸 引 し て 該 ｐ Ｈ
お よ び Ｏ Ｒ Ｐ を 測 定 し た 。 １ ３ 個 の ア リ コ ー ト を 該 試 験 期 間 中 に 採 取 し 、 そ し て 各 ア リ コ
ー ト を 該 ｐ Ｈ お よ び 該 Ｏ Ｒ Ｐ に つ い て 測 定 し た 。 出 発 ｐ Ｈ が ２ ． ８ の 場 合 に は 、 琥 珀 色 ガ
ラ ス 、 白 色 ガ ラ ス 、 Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 、 お よ び テ フ ロ ン 中 に 保 存 し た 溶 液 は 、 変 化 を 伴 う こ と な く
、 ７ ５ 日 以 上 の 期 間 に わ た っ て ｐ Ｈ を ２ ． ８ に 保 っ た 。 出 発 Ｏ Ｒ Ｐ 値 が １ １ ７ ５ ～ １ １ ８
０ の 場 合 に は 、 琥 珀 色 ガ ラ ス 、 白 色 ガ ラ ス 、 Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 、 お よ び テ フ ロ ン 中 に 保 存 し た 溶 液
は 、 該 Ｏ Ｒ Ｐ の 有 意 な 低 下 を 伴 う こ と な く 、 ７ ５ 日 以 上 の 期 間 に わ た っ て Ｏ Ｒ Ｐ が １ １ ５
０ ～ １ １ ７ ５ の 間 を 保 っ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の 溶 液 の 安 定 性 は 、 患 者 に よ る 使 用 に つ い て 実 用 的 で あ ろ う パ ッ ケ ー ジ の 異 な る
形 態 を 用 い て 研 究 し た 。 以 下 の 試 料 Ａ は 、 テ フ ロ ン － ラ イ ン ス ク リ ュ ー キ ャ ッ プ (Teflon-
lined screw caps)を 用 い て 、 ９ 個 の １ 回 使 用 琥 珀 色 ボ ト ル （ ３ ０ ｍ Ｌ ） 中 に パ ッ ケ ー ジ
さ れ そ し て ガ ス 気 密 性 を 確 実 と す る た め に テ ー プ を 用 い て 封 し た 、 溶 液 で あ る 。 試 料 Ｂ は
、 ２ ５ ０ ｍ Ｌ の 琥 珀 色 ガ ラ ス ボ ト ル 中 に パ ッ ケ ー ジ さ れ た 同 じ 溶 液 で あ っ て 、 そ し て 試 料
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Ｃ は ２ ５ ０ ｍ Ｌ の プ ラ ス チ ッ ク 性 ボ ト ル 中 に パ ッ ケ ー ジ さ れ た 同 じ 溶 液 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 該 実 験 の は じ め に 、 遊 離 塩 素 の 濃 度 を 測 定 し た 。 毎 日 （ ２ 日 の 週 末 を 除 く ） 、 以 下 の 方
法 を 使 用 し た 。
　 １ ． そ の 日 の 始 め に 、 ２ ５ ０ ｍ Ｌ の ボ ト ル を ２ 分 間 、 開 口 し 、 次 い で 閉 じ た 。
　 ２ ． そ の 日 の 最 後 に 、 ２ ５ ０ ｍ Ｌ の ボ ト ル を 開 口 し 、 ２ ０ ｍ Ｌ の 試 料 を 吸 引 し 、 そ し て
、 該 ボ ト ル を ２ 分 後 に 閉 じ た 。 該 ２ ０ ｍ Ｌ の 試 料 を 、 遊 離 の 塩 素 濃 度 に つ い て 試 験 し た 。
　 そ の 日 の 最 後 に 、 ３ ０ ｍ Ｌ の ボ ト ル の １ つ を 開 口 し 、 そ し て 遊 離 塩 素 の 濃 度 に つ い て 試
験 し た 。 次 い で 、 該 ボ ト ル は 廃 棄 し た 。
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ 日 に ２ 回 、 ２ 分 間 の ２ ５ ０ ｍ Ｌ ボ ト ル の 開 口 は 正 常 な 患 者 の 使 用 の パ タ ー ン を 反 映 し
、 こ こ で 、 該 患 者 は 彼 ら の 創 傷 上 の 包 帯 を 交 換 し 、 そ し て 該 溶 液 を １ 日 に ２ 回 適 用 し た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 驚 く べ き こ と に 、 遊 離 塩 素 、 従 っ て 次 亜 塩 素 酸 の 濃 度 は 、 記 載 す る 通 り 、 よ り 大 き な ボ
ト ル を 繰 り 返 し て 開 口 し た 場 合 に は 、 該 実 験 の 期 間 中 、 非 常 に 有 意 に 低 下 し ； 一 方 で 、 該
１ 回 使 用 ボ ト ル （ ３ ０ ｍ Ｌ ） は 、 そ れ ら の 濃 度 を 許 容 レ ベ ル 内 に 保 つ こ と が 観 察 さ れ た 。
こ の こ と は 、 本 発 明 の 該 溶 液 の 各 使 用 は 、 複 数 回 開 口 さ れ て い な い ボ ト ル 由 来 （ １ 回 使 用
ボ ト ル 由 来 が 好 ま し い ） で あ る べ き で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 １ 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 １ 回 使 用 容 器 中 に 保 存 す る こ と が で き る 。 別 の 態 様
に お い て 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 様 々 な 異 な る サ イ ズ 、 配 置 で 、 且 つ 本 明 細 書 中 に 開 示 す る 目
的 の 使 用 方 法 に 適 当 な 異 な る 容 量 を 有 す る 、 １ 回 使 用 容 器 中 で 保 存 す る こ と が で き る 。 い
く つ か の 使 用 方 法 に お い て 、 例 え ば 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 １ 回 使 用 の ３ ０ ｍ Ｌ で 、 場 合 に よ
り 廃 棄 可 能 な 容 器 中 で 保 存 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 実 験 方 法
　 ５ ０ ０ ｍ Ｌ の 三 角 フ ラ ス コ 中 に 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ （ ４ ． ３ ４ ４ ｇ ） を 入 れ た 。 こ の も の に 、 蒸
留 水 （ ４ ５ ０ ｍ Ｌ ） を 加 え 、 続 い て ０ ． ６ ％ の Ｎ ａ Ｏ Ｃ ｌ （ VWR International製 ） （ １
． ６ ｍ ｌ ） 、 お よ び １ モ ル 濃 度 の 塩 酸 （ ３ ． ７ ｍ Ｌ ） を 加 え た 。 こ の 溶 液 を ５ ０ ０ ｍ Ｌ の
メ ス フ ラ ス コ に 移 し 、 次 い で 十 分 な 蒸 留 水 を 加 え て 、 ５ ０ ０ ｍ Ｌ の 印 に 達 し た 。 Ｏ Ｒ Ｐ 、
ｐ Ｈ 、 お よ び 全 て の 利 用 可 能 な 塩 素 を 測 定 し 、 そ し て 記 録 し た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 目 的 の ｐ Ｈ 範 囲 を 得 る た め に 、 硫 酸 が 該 溶 液 中 に 最 初 に 存 在 す る 場 合 に は 、 ｐ Ｈ の 調 節
は 全 く 必 要 が な い 。 そ の 他 、 該 ｐ Ｈ は 、 水 溶 液 の ｐ Ｈ を 増 大 し ま た は 低 下 す る こ と に つ い
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て 当 該 分 野 で 知 ら れ る 標 準 的 な 方 法 を 用 い て 、 目 的 の 範 囲 に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 １ 例 に お い て 、 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 を ガ ラ ス ボ ト ル 中 に 保 存
す る 場 合 に は 、 該 組 成 物 は 室 温 で 少 な く と も ９ ０ 日 間 、 安 定 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 抗 菌 活 性
　 本 発 明 の 溶 液 （ こ の も の は 、 ９ ｇ ／ Ｌ の Ｎ ａ Ｃ ｌ 、 １ ７ ０ ｐ ｐ ｍ の 次 亜 塩 素 酸 を 含 有 し
、 ｐ Ｈ 　 ３ ． ０ お よ び Ｏ Ｒ Ｐ 　 １ １ ７ ５ を 有 す る ） の 抗 菌 性 効 力 を 、 微 生 物 （ こ れ は 、 カ
ン ジ ダ ・ ア ル ビ カ ン ス 、 ア ス ペ ル ギ ル ス ・ ニ ガ ー 、 ス ト レ プ ト コ ッ カ ス ・ ニ ュ ー モ ニ エ (S
treptococcos pnemonea)、 Ｍ Ｒ Ｓ Ａ 、 Ｖ Ｒ Ｅ 、 枯 草 菌 、 パ シ ラ ス ・ セ レ ウ ス (Bacillis ce
ruis)、 バ シ ラ ス ・ ト ラ ン ゲ ン シ ス (Baccilus thorangensis)、 炭 疽 菌 、 緑 濃 菌 、 大 腸 菌 、
黄 色 ぶ ど う 球 菌 、 リ ス テ リ ア ・ モ ノ サ イ ト ゲ ネ シ ス 菌 10403野 生 型 、 カ タ ラ ー ゼ 欠 損 突 然
変 異 リ ス テ リ ア ・ モ ノ サ イ ト ゲ ネ ス LM1370、 ク ロ カ ビ （ 胞 子 ） 、 ペ ニ シ リ ウ ム ・ オ ブ ラ タ
ム （ Penicillium oblatum） （ 胞 子 ） 、 乳 酸 か ん 菌 、 お よ び 大 腸 菌 0157: H7を 含 む ） に つ
い て 試 験 し た 。 本 発 明 の 溶 液 に １ ０ ～ ６ ０ 秒 曝 露 後 に 、 微 生 物 の 活 性 の ５ ｌ ｏ ｇ ま で の 低
下 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 抗 菌 性 質 ：
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 微 生 物 （ 例 え ば 、 グ ラ ム 陽 性 菌 、 グ ラ ム 陰 性 菌 、 酵 母 菌 、 真 菌 、 お よ
び 胞 子 （ バ シ ラ ス を 形 成 す る ） （ 例 え ば 、 異 な る 炭 疽 菌 の 菌 株 を 含 む ） を 含 む ） の 処 置 に
お い て 有 用 で あ っ た 。 該 溶 液 は 、 試 験 す る 全 て の 微 生 物 に 対 し て 明 白 な 抗 菌 性 作 用 を 発 揮
す る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 眼 お よ び 皮 膚 の 刺 激 作 用
　 眼 の 刺 激 作 用 の 実 験 方 法 ：
　 本 発 明 の 溶 液 を 、 「 the International Organization for Standardization 10993: Bi
ological Evaluation of Medical Devices, Part 10: Tests for Irritation and Sensit
ization」 の 要 件 に 基 づ い て 、 一 次 的 な 眼 の 刺 激 作 用 に つ い て 評 価 し た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 の 溶 液 （ ０ ． １ ｍ Ｌ の 用 量 ） を 、 ス ク リ ー ニ ン グ の ウ サ ギ の 右 眼 の 下 結 膜 の う 中
に 点 滴 し 、 そ し て 、 ま ぶ た を １ 秒 間 静 か に 閉 じ た 。 反 対 の 眼 に 、 対 照 コ ン ト ロ ー ル と し て
機 能 す る よ う に 、 ス ポ ン サ ー 毎 に ０ ． ９ ％ 塩 化 ナ ト リ ウ ム （ Ｕ Ｓ Ｐ ） （ ０ ． １ ｍ Ｌ ） を 投
与 さ せ た 。 処 置 後 に 、 該 動 物 は そ の ゲ ー ジ に 戻 し た 。 投 与 の １ 、 ２ ４ 、 ４ ８ お よ び ７ ２ 時
間 後 に 、 各 ウ サ ギ の 被 験 眼 を 眼 の 刺 激 に つ い て 補 助 的 な 光 源 を 用 い て 検 査 し た 。 こ の 研 究
の 条 件 下 で 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 該 ウ サ ギ の 眼 の 組 織 に 対 し て 刺 激 的 で あ る と は 見 な さ れ な
か っ た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 皮 膚 の 刺 激 作 用 の 実 験 方 法
　 本 発 明 の 溶 液 は ま た 、 「 International Organization for Standardization 10993: Bi
ological Evaluation of Medical Devices, Part 10: Tests for Irritation and Sensit
ization」 の 要 件 に 基 づ い て 、 一 次 的 な 皮 膚 刺 激 作 用 に つ い て 評 価 し た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 皮 膚 の 刺 激 の 累 積 研 究 に お い て 、 ２ 個 の 無 傷 の 皮 膚 部 位 お よ び ２ 個 の 擦 過 さ れ た 皮 膚 部
位 を 、 ６ 動 物 の 各 々 の 背 中 の 皮 膚 上 に 調 製 し た 。 次 い で 、 本 発 明 の 溶 液 （ ０ ． ５ ｍ Ｌ ） を
、 各 動 物 の １ つ の 無 傷 の 皮 膚 部 位 お よ び １ つ の 擦 過 さ れ た 皮 膚 部 位 に ５ 日 間 に わ た っ て 、
１ 日 当 た り ４ 時 間 適 用 し ； 蒸 留 水 （ ０ ． ５ ｍ Ｌ ） を コ ン ト ロ ー ル と し て 、 各 動 物 の 第 ２ の
無 傷 の 皮 膚 部 位 お よ び 第 ２ の 擦 過 さ れ た 皮 膚 部 位 に 同 じ 期 間 に わ た っ て 適 用 し た 。 皮 膚 の
刺 激 の 累 積 的 な 影 響 は 、 蒸 留 水 と 比 較 し て 、 本 発 明 の 溶 液 の 適 用 部 位 に お い て は 全 く 見 ら
れ な か っ た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
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　 我 々 は 、 本 発 明 の 溶 液 の 抗 菌 性 質 、 並 び に 眼 お よ び 皮 膚 の 刺 激 作 用 に 関 す る こ れ ら の 溶
液 の 挙 動 を 研 究 し 、 そ し て 以 下 の 結 果 を 見 出 し た ：
　 本 発 明 の 溶 液 の 皮 膚 の 刺 激 作 用 の 指 標 は 、 減 菌 生 理 食 塩 水 と 比 較 し て ０ で あ っ た 。
　 本 発 明 の 溶 液 の 眼 の 刺 激 作 用 の 指 標 も ま た 、 減 菌 生 理 食 塩 水 と 比 較 し て ０ で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 Ｉ Ｖ ． 本 発 明 の 組 成 物 を 用 い る 方 法
　 本 発 明 の 安 定 で 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 非 細 胞 毒 性 の イ オ ン 化 さ れ た 酸 性 溶 液 の 適
用 は 、 創 傷 治 癒 の プ ロ セ ス を 著 し く 助 け る こ と が 実 証 さ れ た 。 本 発 明 の 酸 性 の 塩 溶 液 の 抗
菌 性 質 と は 、 微 生 物 が 混 入 し た い ず れ か の 創 傷 の 治 癒 プ ロ セ ス を 増 大 さ せ る こ と で あ る 。
本 発 明 の 組 成 物 は 、 特 異 的 に 機 能 し て 、 よ り 速 く 治 癒 す る の に 必 要 な 創 傷 に と っ て の 抗 菌
環 境 を 保 ち 、 表 層 の 感 染 症 に 関 係 す る 通 常 の 合 併 症 を 伴 わ な い 。 加 え て 、 該 溶 液 は 局 所 的
な 細 菌 の 制 御 お よ び 慢 性 的 な 創 傷 の 湿 り 気 を 与 え る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 発 明 の 酸 性 の 塩 溶 液 の 使 用 は 、 通 常 の 薬 物 療 法 お よ び 局 所 適 用 処 置 に 応 答 し な か っ た
、 深 い 創 傷 を 有 す る 多 数 の 患 者 を 治 癒 す る 手 段 で あ っ た 。 １ 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 様
々 な 医 学 的 疾 患 の 処 置 （ 例 え ば 、 創 傷 治 癒 の 促 進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷
の 汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は 汚 染 除 去 、 経 口 消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症
に お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負
荷 の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の 組 織 移 植 に お け る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療
法 、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の バ イ オ フ ィ ル ム お よ び 関 連 疾 患 の 処 置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の
処 置 、 皮 膚 疾 患 の 処 置 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る ） の た め
の 方 法 を 提 供 し 、 こ こ で 、 該 方 法 は 、 処 置 が 必 要 と さ れ る 部 位 に 本 発 明 の 溶 液 を 適 用 す る
こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 溶 液 を 使 用 す る こ と を 含 む 。 本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 処 置 す る こ と
が で き る バ イ オ フ ィ ル ム と し て は 例 え ば 、 総 説 の 項 目 「 Is there a role for quorum sig
nals in bacterial biofilms？ 」 （ S. Kjellebergお よ び S. Molinに よ る , PMID: 1205767
7（ MEDLINE用 に イ ン デ ッ ク ス さ れ た PubMed） 」 中 に 引 用 さ れ て い る も の を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 溶 液 は 、 細 菌 の 負 荷 を 低 下 さ せ て 、 結 果 、 創 傷 の
治 癒 を 改 善 す る 際 に 有 効 で あ り 得 る 。 慢 性 の 創 傷 を 有 す る ヒ ト 患 者 に お け る こ れ ま で の 製
品 の 開 発 研 究 は 、 先 行 技 術 の 溶 液 と 比 較 し て 、 溶 液 が 十 分 に 耐 性 で あ っ て 、 創 傷 組 織 の 肉
芽 形 成 を 改 善 し 、 創 傷 清 拭 の 必 要 性 を 低 下 し 、 そ し て 患 者 は そ れ ら の 処 置 の 間 に 痛 み が 少
な い と 報 告 さ れ て い る こ と を 示 唆 し て い る 。 加 え て 、 こ れ ま で の 製 品 の 開 発 の 研 究 は 、 溶
液 を 、 感 染 し そ し て 一 般 に 移 植 片 の 外 科 的 な 置 換 術 を 必 要 と す る 人 工 皮 膚 移 植 片 を 有 す る
患 者 に 適 用 す る 場 合 に 、 該 感 染 が 除 去 さ れ 、 そ し て 該 移 植 片 は 保 存 さ れ る こ と を 示 唆 し て
い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 組 成 物 を 用 い て ヒ ト の 被 験 者 を 処 置 す る こ と に 関 す る ３ つ の 最 近 の 症
例 研 究 を 以 下 に 示 す 。 こ れ ら の 症 例 研 究 に お い て 、 酸 性 の 塩 溶 液 は 表 ２ 中 の 溶 液 に つ い て
記 載 す る も の と 本 質 的 に 同 じ で あ っ た 。 こ の 組 成 物 は 血 漿 に 匹 敵 す る 浸 透 圧 モ ル 濃 度 を 与
え る 。 該 創 傷 は 本 発 明 の 組 成 物 を 用 い て 絶 え ず 湿 り 気 を 保 ち 、 そ し て ワ セ リ ン ガ ー ゼ を 用
い て 被 覆 し て 溶 液 の 蒸 発 を 防 止 し た 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 症 例 研 究 １
　 患 者 は ７ ０ 歳 の 女 性 で あ り 、 激 し い 静 脈 の 浮 腫 、 リ ン パ 節 浮 腫 、 お よ び 肥 満 症 の 長 い 病
歴 を 有 す る 。 該 患 者 の 血 管 の 供 給 は 正 常 で あ っ た 。 該 患 者 は 右 下 肢 に ２ 年 前 に 皮 膚 浮 腫 を
発 症 し た 。 引 き 続 い て 、 第 ２ の 浮 腫 を 外 側 の 右 肢 に 発 症 し た 。 該 潰 瘍 を 予 め 多 数 の 方 法 を
用 い て 処 置 し た 。 該 方 法 と し て は 、 例 え ば 創 傷 清 拭 、 抗 生 物 質 、 局 所 用 溶 液 （ 例 え ば 、 Ｂ
Ｅ Ｔ Ａ Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ （ 登 録 商 標 ） （ Purdue Frederick, Norwalk, Connecticut） ； Ｓ Ｉ Ｌ Ｖ Ａ
Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ （ 登 録 商 標 ） （ BASF Corporation, Mt. Olive, New Jersey） ； Ｅ Ｌ Ａ Ｓ Ｅ （ 登
録 商 標 ） （ Fujisawa Co., Deerfield, Illinois） 、 お よ び Ｆ Ｕ Ｒ Ａ Ｃ Ｉ Ｎ （ 登 録 商 標 ）
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（ Roberts Pharmaceutical Corp., Meridian Center, Illinois） を 含 む 。 例 え ば 、 Ｂ Ｅ
Ｔ Ａ Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ （ 登 録 商 標 ） と は 、 創 傷 に お い て 外 部 的 に 使 用 す る 防 腐 性 洗 浄 剤 で あ り 、 こ
の も の は 広 範 囲 な 抗 菌 薬 と し て 使 用 さ れ る ヨ ウ 素 含 有 の 製 品 で あ る 。 Ｓ Ｉ Ｌ Ｖ Ａ Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ
（ 登 録 商 標 ） と は 、 １ ％ 銀 ス ル フ ァ ジ ア ジ ン 抗 菌 薬 を 含 有 す る 軟 質 の 白 色 ク リ ー ム 剤 で あ
り 、 こ の も の は 洗 浄 お よ び 創 傷 清 拭 後 に 創 傷 に 適 用 さ れ る 。 Ｅ Ｌ Ａ Ｓ Ｅ （ 登 録 商 標 ） は 、
循 環 が 乏 し い 創 傷 に お け る 創 傷 清 拭 薬 と し て 使 用 さ れ て 、 死 ん だ 組 織 を 破 壊 し て 健 康 な 組
織 を 無 傷 で 残 す 、 酵 素 学 的 な 散 剤 ま た は ク リ ー ム 剤 で あ る 。 Ｆ Ｕ Ｒ Ａ Ｃ Ｉ Ｎ （ 登 録 商 標 ）
と は 、 通 常 表 層 の 感 染 を 引 き 起 こ す 病 原 体 に 対 し て 使 用 さ れ る ニ ト ロ フ ラ ゾ ン の 広 範 囲 な
抗 菌 ク リ ー ム 剤 で あ る 。 創 傷 の 治 癒 に お け る こ れ ら の 薬 物 の 使 用 は 、 目 的 の 結 果 を 与 え な
か っ た 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 バ イ オ プ シ ー は 、 良 性 の 潰 瘍 形 成 お よ び 肉 芽 形 成 組 織 を 示 し た 。 壊 疽 性 膿 皮 症 （ Pyoder
mo Gangrenosum） の 可 能 性 を 考 え た 。 こ れ ら の 激 し い 壊 死 潰 瘍 の 初 期 の 測 定 値 は 、 １ ３ ０
× １ ８ ０ ｍ ｍ 、 お よ び ９ ８ × １ ２ ５ ｍ ｍ で あ っ た 。 処 置 と し て は 、 例 え ば ベ ッ ド 療 養 、 創
傷 清 拭 (debridement)、 抗 生 物 質 、 並 び に 水 和 お よ び 局 所 的 な 細 菌 の 制 御 の た め の 本 発 明
の 組 成 物 の 局 所 適 用 を 含 む 。 １ ０ 日 以 内 に 、 該 潰 瘍 は 縮 れ た （ crisp） 赤 色 肉 芽 形 成 組 織
で ほ と ん ど 完 全 に 覆 わ れ 、 そ し て 痛 み は 消 え た 。 １ ４ 日 以 内 に 、 裂 け た 厚 い 皮 膚 移 植 片 が
該 創 傷 を 閉 じ た 。 患 者 は ８ 日 後 に 退 院 す る こ と が で き た 。 処 置 の 開 始 の ２ ヶ 月 後 以 内 に 、
該 潰 瘍 は 完 全 に 治 癒 さ れ 、 該 患 者 は 痛 み が な く な っ た 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 症 例 研 究 ２
　 患 者 は ５ ０ 歳 の 男 性 で あ り 、 血 栓 静 脈 炎 、 肺 か ん 栓 症 、 お よ び 肥 満 症 の 病 歴 を 有 し て い
た 。 患 者 は 、 両 方 の そ 径 （ groin） に お い て 感 染 性 血 腫 性 の 潰 瘍 を 、 お よ び 両 方 の 肢 に お
い て 両 側 静 脈 潰 瘍 を 数 ヶ 月 間 患 っ た 。 該 患 者 は 、 抗 ト ロ ン ビ ン Ｉ Ｉ Ｉ 欠 損 症 を 有 し て お り
、 ク マ ジ ン 処 置 （ coumadinized） を お こ な っ た 。 例 え ば 、 抗 ト ロ ン ビ ン Ｉ Ｉ Ｉ と は 正 常 な
血 漿 お よ び 細 胞 外 部 位 か ら な る タ ン パ ク 質 で あ り 、 時 間 依 存 性 の 不 可 逆 反 応 に お い て ト ロ
ン ビ ン を 失 活 さ せ 、 抗 凝 固 性 活 性 ヘ の ヘ パ リ ン の 補 助 因 子 と し て 機 能 す る 。 抗 ト ロ ン ビ ン
Ｉ Ｉ Ｉ は ま た 、 あ る 疾 患 プ ロ セ ス 、 す な わ ち 肝 臓 疾 患 に お い て あ る 凝 固 因 子 が 生 じ 、 ま た
は 遺 伝 性 で あ り 得 る こ と を 示 す 。 ク マ ジ ン 処 置 と は 、 結 晶 性 の ワ ル フ ァ リ ン タ ブ ま た は ヘ
パ リ ン Ｉ ． Ｖ ． 抗 凝 固 薬 を 用 い て 血 栓 症 を 有 す る 患 者 を 処 置 し 、 更 に 血 小 板 塞 栓 を 防 止 す
る こ と を 意 味 す る 。 Ｃ Ｏ Ｕ Ｍ Ａ Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ （ 登 録 商 標 ） は 、 DuPont（ 登 録 商 標 ） Pharmaceut
icals, Wilmington, Delwareに よ っ て 製 造 さ れ る 。 最 近 、 患 者 の そ 径 部 に お い て 出 血 し た
た め に 、 該 患 者 は 右 肢 に お い て 大 き く 深 い 潰 瘍 （ 測 定 値 は 、 １ ４ ０ × ９ ０ ｍ ｍ ） を 、 お よ
び 左 肢 に お い て よ り 表 層 の 潰 瘍 （ ５ ０ × ５ ０ ｍ ｍ 、 お よ び ６ ０ × ６ ０ ｍ ｍ ） を 発 症 し た 。
感 染 し た 壊 死 脂 肪 の 第 １ の 壊 死 組 織 切 除 後 に 、 該 培 養 物 は バ ン コ マ イ シ ン 耐 性 の 腸 球 菌 の
存 在 を 示 し た 。 本 発 明 の 組 成 物 の 局 所 適 用 か ら な る 処 置 を 開 始 し た 。 感 染 性 疾 患 の 療 法 指
導 は 、 更 な る 抗 生 物 質 の 処 置 を 全 く 推 奨 し な か っ た 。 本 発 明 の 組 成 物 に 浸 漬 し た ス ポ ン ジ
か ら な る 局 所 用 包 帯 を 創 傷 に 詰 め 、 該 患 者 を ベ ッ ド 療 養 さ せ た 。 末 端 の 静 脈 潰 瘍 は か な り
速 く 治 癒 さ れ 、 ２ つ 以 上 の 壊 死 組 織 切 除 を 要 し た の み で あ っ た 。 左 そ 径 部 潰 瘍 を 削 り 取 り
、 該 詰 め 物 を 本 発 明 の 組 成 物 に 浸 し な が ら 、 更 に 開 放 す る こ と を 要 し た 。 次 い で 、 該 患 者
は 治 癒 し 始 め 、 良 性 の 肉 芽 形 成 組 織 が 形 成 し 、 表 皮 の 被 覆 は 右 そ 径 部 の 潰 瘍 の ９ ０ ％ で あ
っ た 。 左 そ 径 部 の 潰 瘍 は 削 り 取 る た め に 壊 死 組 織 切 除 を 要 し た が 、 抗 生 物 質 な し で 治 癒 が
開 始 し た 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 症 例 研 究 ３
　 患 者 は ５ ７ 歳 の 男 性 で あ り 、 両 方 の 肢 お よ び 足 首 に お け る 再 発 性 の 潰 瘍 を ４ 年 間 患 っ て
い る 。 局 所 的 な 創 傷 の 療 法 は 最 初 に 静 脈 を 凝 固 さ せ 、 局 所 的 な 創 傷 療 法 を 用 い る こ と に よ
っ て 開 始 し た 。 Ｕ Ｎ Ｎ Ａ （ 登 録 商 標 ） ブ ー ツ （ boots） は 患 者 の 潰 瘍 の 増 大 を 引 き 起 こ し
、 次 い で よ り 激 し く な っ た 。 例 え ば 、 Ｕ Ｎ Ｎ Ａ （ 登 録 商 標 ） ブ ー ツ は 、 保 護 処 置 と し て 酸
化 亜 鉛 ク リ ー ム 剤 上 に 適 用 す る 弾 性 で 接 着 性 の 包 帯 で あ る 。 Ｕ Ｎ Ｎ Ａ （ 登 録 商 標 ） ブ ー ツ
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と は 、 ガ ー ゼ お よ び Ｕ Ｎ Ｎ Ａ （ 登 録 商 標 ） ペ ー ス ト （ 非 硬 化 性 の 酸 化 亜 鉛 ペ ー ス ト に 含 浸
さ れ て い な い １ ０ ０ ％ 軟 質 綿 ガ ー ゼ ） の 層 か ら な る 下 方 末 端 の ブ ー ツ 様 包 帯 で あ る 。 Ｕ Ｎ
Ｎ Ａ （ 登 録 商 標 ） ペ ー ス ト の 製 造 主 は 、 Glenwood, Inc.（ Tenalty, New Jersey） で あ る
。 患 者 は 、 浮 腫 の 制 御 の た め に Ｊ Ｏ Ｂ Ｓ Ｔ （ 登 録 商 標 ） ポ ン プ を 用 い た 。 こ の ポ ン プ は 間
欠 的 な 家 庭 の 使 用 の た め に 設 計 さ れ 、 膨 ら ま せ る こ と の で き る 含 気 性 の 装 置 と 接 続 す る 。
該 装 置 は 典 型 的 に 前 も っ て セ ッ ト し て 、 ９ ０ 秒 間 の 膨 張 お よ び ３ ０ 秒 間 の 収 縮 を 交 替 す る
。 Ｊ Ｏ Ｂ Ｓ Ｔ （ 登 録 商 標 ） ポ ン プ の 製 造 主 は 、 Nutech（ San Antonio, Texas） で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 我 々 が 患 者 を 試 験 し た 時 点 で は 、 患 者 の 創 傷 の 測 定 値 は 、 ３ ３ × ６ ５ × ２ ｍ ｍ 、 １ ７ ×
２ ５ × ２ ｍ ｍ 、 お よ び ５ × ９ × ２ ｍ ｍ で あ っ た 。 生 理 的 な 評 価 に よ り 、 肢 へ の 優 れ た 脈 動
性 の 流 入 が 立 証 さ れ ； 従 っ て 、 有 意 な 浮 腫 が 存 在 す る た め に 、 該 創 傷 は 静 脈 性 の 潰 瘍 と し
て 診 断 さ れ た 。 患 者 は 、 圧 迫 療 法 お よ び 創 傷 清 拭 を 開 始 し ； 同 時 に 下 肢 部 に つ い て 培 養 し
； 存 在 す る 細 菌 が 凝 固 酵 素 陰 性 で あ る メ チ シ リ ン 耐 性 の ブ ド ウ 球 菌 、 お よ び バ ン コ マ イ シ
ン 感 受 性 の 腸 球 菌 で あ る こ と を 見 出 し た 。 患 者 は ま た 、 ヘ モ フ ィ ル ス 、 お よ び 多 菌 感 染 症
の 場 合 に 培 養 さ れ る 類 ジ フ テ リ ア を も 有 し て い た 。 該 患 者 は 数 ヶ 月 間 、 持 続 的 な 非 治 癒 性
の 感 染 症 を 有 し て い た 。 該 感 染 症 は 、 典 型 的 な 抗 生 物 質 処 置 に 対 し て 耐 性 で あ っ た 。 該 感
染 症 は 、 Ｃ Ｉ Ｐ Ｒ Ｏ Ｆ Ｌ Ｏ Ｘ Ａ Ｃ Ｉ Ｎ （ 登 録 商 標 ） 、 お よ び Ｂ Ａ Ｃ Ｔ Ｒ Ｉ Ｍ 　 Ｄ Ｓ （ 登 録
商 標 ） に 対 し て だ け 感 受 性 で あ っ た 。 Ｃ Ｉ Ｐ Ｒ Ｏ Ｆ Ｌ Ｏ Ｘ Ａ Ｃ Ｉ Ｎ （ 登 録 商 標 ） は 広 範 囲
の 抗 菌 性 抗 生 物 質 で あ り 、 Miles Pharmaceutical, West Haven, Connecticutで 製 造 さ れ
て お り 、 グ ラ ム 陽 性 菌 お よ び グ ラ ム 陰 性 菌 に 対 し て 活 性 で あ り 、 こ の も の は 典 型 的 に 皮 膚
、 骨 お よ び 関 節 の 感 染 症 を 処 置 す る の に 使 用 さ れ る 。 BACTRIM DS（ 登 録 商 標 ） は Roche of
 Nutley, New Jerseyに よ っ て 製 造 さ れ る 。 Ｂ Ａ Ｃ Ｔ Ｒ Ｉ Ｍ 　 Ｄ Ｓ （ 登 録 商 標 ） は ス ル ホ
ン ア ミ ド 抗 生 物 質 で あ り 、 こ の も の は 典 型 的 に 尿 管 感 染 症 を 処 置 す る の に 使 用 さ れ 、 ま た
大 腸 菌 、 プ ロ テ ウ ス 種 、 お よ び ニ ュ ー モ シ ス テ ィ ス 肺 炎 の 感 染 症 を 処 置 す る の に 使 用 さ れ
る 。 該 患 者 は Ｃ Ｉ Ｐ Ｒ Ｏ Ｆ Ｌ Ｏ Ｘ Ａ Ｃ Ｉ Ｎ （ 登 録 商 標 ） を 開 始 し 、 次 い で こ の も の を 中 断
し 、 次 い で Ｂ Ａ Ｃ Ｔ Ｒ Ｉ Ｍ 　 Ｄ Ｓ （ 登 録 商 標 ） を 開 始 し た 。 患 者 は 、 局 所 的 な 創 傷 清 拭 を
行 な っ た 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 上 記 の 処 置 後 、 有 意 な 改 善 は 見 ら れ な か っ た が 、 本 発 明 の 組 成 物 の 局 所 的 な 適 用 を 、 細
菌 の 制 御 お よ び 水 和 の た め に 開 始 し た 。 該 感 染 症 は 、 本 発 明 の 組 成 物 を 用 い る 処 置 の 開 始
後 、 直 ち に 制 御 さ れ 、 そ し て 該 創 傷 は か な り 速 く 治 癒 が 始 ま っ た 。 患 者 は 現 在 ２ つ の 潰 瘍
の 治 癒 を 示 し て お り 、 最 終 的 な 測 定 値 は 、 右 肢 の 内 側 お よ び 外 側 の 足 首 に そ れ ぞ れ 、 ７ ×
４ １ ｍ ｍ お よ び ７ × １ １ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 経 口 療 法
　 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 電 解 さ れ た 酸 性 溶 液 を 用 い て 、 患 部 を す す ぐ こ と
に よ っ て 癌 腫 病 炎 （ 口 角 び ら ん ） ま た は 口 唇 ヘ ル ペ ス を 処 置 し た 。 該 溶 液 を １ 日 に ３ ～ ４
回 、 毎 回 ２ ～ ３ 回 の 適 用 で 口 唇 ヘ ル ペ ス に 浸 漬 し 、 該 溶 液 を 口 唇 ヘ ル ペ ス に ２ ０ ～ ３ ０ 秒
間 接 触 さ せ た 状 態 に 置 く こ と に よ っ て 使 用 す る こ と が で き る 。 該 溶 液 は 、 歯 科 お よ び 口 腔
の 衛 生 用 の 口 す す ぎ 液 と し て 、 お よ び 感 染 症 を 制 御 す る た め に 使 用 す る こ と も で き る 。 こ
の 場 合 に 、 該 溶 液 を 、 咽 頭 感 染 と 闘 う た め の 含 そ う 溶 液 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 該
溶 液 は 、 よ り 具 体 的 な 領 域 の た め に 綿 塗 布 で 補 助 し て 適 用 す る こ と が で き る 。 該 溶 液 を 患
者 の 要 求 お よ び 症 状 に 従 っ て 、 １ 日 に １ 回 ま た は 数 回 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 眼 科 療 法
　 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 を 、 異 物 を 除 去 す る た め に 、 ま た は 眼 を
す す い だ り も し く は 灌 注 す る た め に 、 生 理 食 塩 水 の 溶 液 に 置 き 代 え て 使 用 す る こ と が で き
る 。 眼 お よ び 周 囲 の 組 織 を 消 毒 す る た め に 手 術 の 前 後 に 局 所 適 用 す る こ と も で き る 。 ウ サ
ギ の 眼 に お け る 我 々 の 研 究 に よ り 、 ウ サ ギ の 眼 に 適 用 し た 場 合 に は 生 理 食 塩 水 の 溶 液 と 同
じ く 安 全 で あ り 、 そ し て 典 型 的 に 手 術 前 に 使 用 さ れ る 眼 科 用 グ レ ー ド の Ｂ Ｅ Ｔ Ａ Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ
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（ 登 録 商 標 ） （ ５ ％ ） と 比 較 し て 、 毒 性 の な い こ と を 見 出 し た 。 該 溶 液 を 患 者 の 要 求 お よ
び 症 状 に 従 っ て 、 １ 日 に １ 回 ま た は 数 回 使 用 す る こ と が で き る 。 該 溶 液 を 必 要 に 応 じ て 眼
に 直 接 的 に 点 滴 す る こ と に よ っ て 適 用 す る こ と が で き る 。 そ の も の は 、 ガ ー ゼ を 浸 漬 し 、
該 飽 和 ガ ー ゼ を 眼 に １ 分 間 ま た は 数 分 間 適 用 す る こ と に よ っ て 、 使 用 す る こ と が で き る 。
該 飽 和 ガ ー ゼ を 用 い て 静 か に ぬ ぐ う こ と に よ っ て 、 眼 を 洗 浄 す る の に 使 用 す る こ と も で き
る 。 該 溶 液 を ま た 小 さ い 眼 洗 浄 機 に 注 ぎ 、 次 い で 該 洗 浄 機 を 眼 洗 浄 機 上 で 反 転 さ せ 、 ま ぶ
た を 開 き 、 数 回 閉 じ る こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 発 明 の 安 定 で 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 溶 液 は 、 眼 の 消 毒 ま た は 汚 染 除 去 の 処
置 の た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 そ の も の は 、 新 生 児 の 眼 の 消 毒 に お け る 硝 酸
銀 へ の 置 換 物 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 読 者 は 、 本 発 明 の 溶 液 が 多 数 の 異 な る 種 類 の
創 傷 （ 例 え ば 、 糖 尿 病 の 潰 瘍 、 壊 疽 、 静 脈 潰 瘍 、 臥 位 潰 瘍 、 圧 迫 潰 瘍 、 咬 合 が 原 因 の 潰 瘍
を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い ） の 処 置 に お い て 適 用 を 有 す る こ と を 知 る で あ ろ う 。 本
発 明 の 組 成 物 は ま た 、 例 え ば 歯 科 、 歯 周 部 お よ び 眼 科 の 操 作 中 の 灌 注 溶 液 と し て 有 用 で あ
り 得 る 。 本 発 明 の 組 成 物 は ま た 、 組 織 部 位 の 手 術 前 後 の 洗 浄 の た め に 、 そ し て 癌 腫 病 炎 の
処 置 の た め の 含 そ う 溶 液 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。 加 え て 、 該 溶 液 中 に 含 ま れ る Ｈ Ｏ
Ｃ ｌ は 、 創 傷 治 癒 プ ロ セ ス に と っ て 必 須 の 増 殖 因 子 を 刺 激 し ま た は 増 大 し 得 る 。 例 え ば 、
消 毒 お よ び 増 殖 因 子 の 刺 激 を 望 む 場 合 に は 、 該 溶 液 に つ い て 多 数 の 他 の 利 用 法 に お け る 使
用 を 見 出 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 皮 膚 消 毒 の た め の 溶 液 の 使 用 方 法 ：
　 本 発 明 の 溶 液 は ま た 、 感 染 し た 皮 膚 を 処 置 す る の に 使 用 す る こ と が で き る 。 感 染 の 医 学
的 な 兆 候 を 示 す 患 者 の 皮 膚 に 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 感 染 し た 皮 膚 の 領 域 に 直 接 に 適 用 す る こ
と が で き る 。 当 該 分 野 に お い て 知 ら れ る 標 準 的 な 適 用 方 法 を 用 い て 該 感 染 し た 皮 膚 上 へ の
該 溶 液 の 少 な く と も １ 回 の 適 用 後 の 、 該 溶 液 の 消 毒 性 質 は 注 目 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 肺 感 染 症 に お け る 病 原 体 の 減 少 ：
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 肺 感 染 症 に お け る 病 原 体 の 減 少 の た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え
ば 、 様 々 な ウ イ ル ス 感 染 症 ま た は 細 菌 感 染 症 は 、 本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 有 効 に 処 置 す る こ
と が で き る 。 本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 有 効 に 処 置 す る こ と が で き る 感 染 症 と し て は 例 え ば 、
肺 中 に 存 在 す る 炭 疽 菌 胞 子 、 肺 中 の 肺 炎 の 原 因 と な る 細 菌 （ 例 え ば 、 連 鎖 球 菌 な ど ） を 含
む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 小 児 科 に お け る 眼 を 洗 浄 す る た め の 本 発 明 の 溶 液 の 使 用 方 法 ：
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 成 人 科 お よ び 小 児 科 に お い て 眼 を 洗 浄 す る た め に 使 用 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 様 々 な ウ イ ル ス 感 染 症 、 細 菌 感 染 症 、 ま た は 病 原 性 の 病 原 体 を 、 本 発 明 の 溶
液 を 用 い て 有 効 に 処 置 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 溶 液 を 用 い て 処 置 す る の に 成 功 す る 病
原 性 の 病 原 体 と し て は 例 え ば 、 ト ラ コ ー マ 病 原 体 、 淋 病 、 並 び に 他 の ウ イ ル ス 感 染 症 を 含
む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 婦 人 科 に お け る 本 発 明 の 溶 液 の 使 用 法 ：
　 本 発 明 の 溶 液 は 、 婦 人 科 に お け る 感 染 症 （ 例 え ば 、 尿 路 感 染 症 な ど ） の 処 置 の た め に 使
用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 様 々 な 微 生 物 、 酵 母 菌 （ 例 え ば 、 モ ニ リ ア 属 、 カ ン ジ ダ ・
ア ル ビ カ ン ス な ど ） 、 細 菌 感 染 症 、 Ｈ Ｓ Ｖ － ２ 、 ま た は 他 の 病 原 性 の 病 原 体 は 、 本 発 明 の
溶 液 を 用 い て 有 効 に 処 置 す る こ と が で き る 。 場 合 に よ り 、 本 発 明 の 溶 液 の 適 用 は 、 婦 人 科
の 感 染 症 の 処 置 の た め の 他 の 薬 物 療 法 と 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 創 傷 療 法 の 方 法 ：
　 持 続 性 の 非 治 癒 性 の 創 傷 を 患 っ て い る 患 者 は 、 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸
性 溶 液 を 用 い て 毎 日 の 基 準 で 、 典 型 的 に は １ 日 に 約 ２ 回 処 置 す べ き で あ る 。 感 染 を 制 御 し
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、 創 傷 治 癒 の 機 構 を 助 け る た め に 、 本 発 明 の 溶 液 （ 例 え ば 、 全 活 性 塩 素 の 濃 度 が 約 １ ８ ０
ｐ ｐ ｍ で あ っ て 、 そ し て ｐ Ｈ が ２ ． ５ を 有 し 得 る ） を 生 理 食 塩 水 の 溶 液 に 置 き 代 え て 使 用
す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 溶 液 を 、 以 下 の 通 り 使 用 す る こ と が で き る ； ガ ー ゼ 物 質 も し
く は ガ ー ゼ パ ッ ド を 十 分 な 溶 液 に 予 め 浸 漬 し て そ れ を 飽 和 と し 、 次 い で 、 過 剰 な 溶 液 を 除
く た め に し ぼ ま せ る 。 こ の こ と に よ り 、 反 応 し そ し て 本 発 明 の 溶 液 の 効 力 を 低 下 す る ガ ー
ゼ 中 に 存 在 す る 種 を 除 去 す る 。 こ の 操 作 の 後 に 該 ガ ー ゼ を 湿 ら せ る が 、 ず ぶ ぬ れ に は し な
い 。 次 い で 、 更 な る 溶 液 を 適 用 し て 該 ガ ー ゼ を 完 全 に 湿 ら せ 、 こ の も の を 直 ち に 創 傷 に 適
用 す る 。 別 法 と し て 、 該 ガ ー ゼ を 該 創 傷 に 適 用 し 、 次 い で 更 な る 溶 液 を 適 用 す る 。 典 型 的
に は 、 該 創 傷 部 位 を 、 該 溶 液 で 浸 漬 し た ガ ー ゼ を 用 い て 詰 め 、 そ し て 場 合 に よ り 、 ワ セ リ
ン ガ ー ゼ を 該 詰 め た 創 傷 の 上 に 適 用 し て 、 湿 り 気 を 保 ち 、 微 生 物 が 混 入 し な い よ う に す る
こ と が で き る 。 次 い で 、 該 創 傷 部 位 を 、 当 該 分 野 で 標 準 的 で あ る 創 傷 用 包 帯 を 用 い て 包 む
。 該 溶 液 を 用 い て 、 そ れ を 創 傷 部 位 に 直 接 的 に 注 ぐ こ と に よ っ て 創 傷 を 洗 浄 し て 、 機 械 的
な 方 法 に よ っ て い ず れ か の 壊 死 組 織 を 除 去 す る こ と が で き 、 そ し て そ の 物 は ま た 洗 浄 剤 ま
た は 灌 注 剤 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 該 患 者 は ま た 「 創 傷 治 療 キ ッ ト 」 （ NovaCal製 ） を も 用 い る こ と が で き 、 こ の こ と に よ
り 患 者 は 包 帯 を 除 去 す る 必 要 な し に 、 創 傷 部 位 の 上 ヘ 本 発 明 の 溶 液 を 定 期 的 に 注 ぐ こ と が
可 能 と な る 。 こ の キ ッ ト は 、 使 用 の 容 易 さ 、 携 帯 性 を 与 え 、 そ し て 創 傷 の 曝 露 を 著 し く 低
下 さ せ る 。 該 創 傷 治 療 キ ッ ト は 、 本 発 明 の 溶 液 を 含 有 す る パ ッ ケ ー ジ お よ び 絆 創 膏 用 物 質
を 含 む 。 該 キ ッ ト は 、 本 発 明 の 溶 液 を 含 有 す る パ ッ ケ ー ジ 、 お よ び 該 溶 液 と 組 み 合 わ せ て
使 用 す る た め の 特 殊 な 絆 創 膏 を 含 む 。 該 特 殊 な 絆 創 膏 は 、 創 傷 を 処 置 す る 間 に 、 創 傷 の 周
囲 の 皮 膚 の 乾 燥 を 保 つ 。 更 に 、 該 絆 創 膏 は 医 務 局 ま た は 病 院 で 適 用 す る こ と が で き 、 患 者
は 家 庭 で 治 療 を 続 け る こ と が で き る 。 こ の も の は 、 医 師 の 指 示 の 下 で 家 庭 で 適 用 し そ し て
使 用 す る こ と が で き ； ま た は 、 小 さ な 損 傷 の 場 合 に は 、 該 創 傷 治 療 キ ッ ト を 患 者 だ け に よ
る 「 一 般 用 大 衆 」 処 置 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 溶 液 は 、 個 々 の １ 回 使 用 容 器 中 に 該 溶 液 を 含 む よ
う に パ ッ ケ ー ジ す る こ と が で き る 。 該 １ 回 使 用 容 器 を 、 例 え ば 包 帯 の １ 回 交 換 ま た は そ れ
と 同 等 で の 適 用 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の １ 回 使 用 容 器 は 、 本 発 明 中 に 開 示
す る 特 殊 な 絆 創 膏 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 創
傷 治 癒 キ ッ ト は 、 本 発 明 の 溶 液 の １ 回 使 用 容 器 を 、 本 明 細 書 中 に 開 示 す る 様 々 な 適 用 法 の
た め の 特 殊 な 絆 創 膏 と 合 わ せ て 含 み 得 る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 Ｉ Ｖ ． 創 傷 治 療 キ ッ ト の 説 明
　 該 創 傷 治 療 キ ッ ト は 、 絆 創 膏 物 質 お よ び 本 発 明 の 溶 液 の パ ッ ケ ー ジ を 含 む 。 該 パ ッ ケ ー
ジ 物 質 は 本 明 細 書 に お い て 上 記 の 通 り 、 非 反 応 性 （ 溶 液 に 対 し て ） の 表 面 の 種 類 を 与 え る
こ と が 好 ま し い 。 加 え て 、 該 絆 創 膏 物 質 は 該 創 傷 部 位 を 乾 燥 か ら 防 止 す る た め の 酸 素 透 過
性 の 絆 創 膏 用 物 質 か ら な る 特 別 に 設 計 さ れ た 創 傷 用 「 絆 創 膏 」 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 図
２ Ａ ～ ２ Ｃ お よ び 図 ３ は 、 そ れ ぞ れ 絆 創 膏 、 お よ び 創 傷 表 層 で の 絆 創 膏 の 使 用 を 記 載 し 、
そ し て 例 示 す る も の で あ る 。 該 絆 創 膏 を よ り 詳 細 に 以 下 記 載 す る 。 該 キ ッ ト は ま た 、 ガ ー
ゼ ま た は 創 傷 を パ ッ ケ ー ジ す る た め の 同 様 な 物 質 を も 含 み 、 該 溶 液 お よ び 絆 創 膏 と 組 み 合
わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 Ｖ ． 特 殊 な 絆 創 膏 に つ い て の 記 載
　 本 発 明 の 特 殊 な 絆 創 膏 は 、 開 口 部 （ こ れ は 、 「 窓 」 と も 記 載 さ れ 、 こ れ か ら 本 発 明 の 溶
液 ま た は 他 の 局 所 的 な 物 質 を 指 標 に 従 っ て 必 要 な 時 に 定 期 的 に 適 用 す る こ と が で き る ） を
含 む 。 該 包 帯 は 露 （ dew） ／ 湿 り 気 の セ ン サ ー 、 電 気 伝 導 性 の セ ン サ ー （ こ れ は 、 イ オ ン
の 含 有 量 を 測 定 す る ） 、 ま た は 他 の 絆 創 膏 の 性 質 の セ ン サ ー （ こ れ は 、 創 傷 の 処 置 に 関 連
す る 絆 創 膏 の 状 態 の 指 標 を 示 す ） を 含 む 。 例 え ば 、 露 ／ 湿 り 気 の 指 示 物 質 （ こ れ は 、 絆 創
膏 溶 液 の 含 有 量 が 低 い 時 に は 、 着 色 の 指 標 を 示 す ） 、 ま た は シ グ ナ ル 生 成 デ バ イ ス （ 例 え
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ば 、 音 の 指 示 物 質 ま た は 電 気 的 シ グ ナ ル 出 力 指 示 物 質 ） （ こ れ は 、 処 置 溶 液 の イ オ ン 含 有
量 が 低 く 、 そ の 結 果 絆 創 膏 は も は や 十 分 に 有 効 で は な い 場 合 ） を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ
れ な い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 発 明 の 絆 創 膏 の １ 態 様 を 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に 示 す 。 絆 創 膏 ２ ０ ０ は 、 外 側 部 分 ２ ０ １ （ こ
れ は 、 １ 次 的 な 接 着 面 ２ ０ ２ を 有 す る ） 、 内 側 部 分 ２ １ ０ （ こ れ は 、 持 ち 上 げ 用 の 持 ち 上
げ フ ラ ッ プ ２ ０ ５ を 含 み 、 該 ２ ０ ５ は ２ 次 的 な 接 着 面 ２ ０ ７ 、 持 ち 上 げ 用 の タ ブ ２ ０ ４ （
こ れ は 、 フ ラ ッ プ ２ ０ ５ の 持 ち 上 げ を 助 け る ） 、 お よ び ヒ ン ジ ２ ０ ６ を 有 す る ） を 含 む 。
場 合 に よ り 、 該 絆 創 膏 は 露 ／ 湿 り 気 イ ン ジ メ ー タ ー ２ ０ ８ ま た は 電 気 的 に 伝 導 性 の セ ン サ
ー （ 該 セ ン サ ー は 、 シ グ ナ ル 発 生 機 と 接 合 す る こ と が で き 、 こ の も の は 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 内
側 部 分 ２ ０ １ 中 の 位 置 を 占 め る ） を 有 す る 。 図 ２ Ｂ は 、 空 気 透 過 性 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 断 面 図
を 示 す 。 図 中 、 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ プ ２ ０ ５ 、 お よ び 持 ち 上 げ 用 の タ ブ ２ ０ ４ が い く ら か 持
ち 上 げ ら れ た 位 置 に あ り 、 そ の た め に 絆 創 膏 ２ ０ ０ を 貫 く 窓 開 口 部 ２ ０ ３ を 与 え る 、 こ と
を 示 す 。 ２ 次 的 な 接 着 面 部 分 ２ ０ ７ を 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 上 部 の 表 面 ２ ０ ９ の 上 方 に 持 ち 上 げ
る 。 図 ２ Ｃ は 、 空 気 透 過 性 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 断 面 図 を 示 す 。 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ プ ２ ０ ５ 、 お
よ び そ の 下 方 の 位 置 に 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ プ ２ ０ ４ を 有 し 、 こ の も の は 接 着 面 ２ ０ ７ に よ っ
て 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 表 面 ２ ０ ９ に 固 定 さ れ る 。 当 該 分 野 の 当 業 者 は 、 同 様 な 方 法 で 該 絆 創 膏
の 機 能 お よ び 用 途 を 達 成 す る で あ ろ う 多 数 の 同 じ よ う な デ ザ イ ン を 構 築 す る こ と が で き 、
そ れ ら の デ ザ イ ン は 本 発 明 に 含 ま れ る こ と と 考 え る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ３ は 、 皮 下 創 傷 ３ ０ ３ に 適 用 さ れ た 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に 示 す 種 類 の 空 気 透 過 性 絆 創 膏 ２ ０
０ の 断 面 図 ３ ０ ０ で あ る 。 該 皮 下 組 織 ３ ０ ４ を 詰 め 物 用 物 質 ３ ０ ６ （ 例 え ば 、 ガ ー ゼ ） （
こ の も の は 、 酸 化 体 と の 反 応 性 を 低 下 さ せ ま た は 排 除 す る よ う に 処 置 し 、 次 い で 本 発 明 の
生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 電 解 さ れ た 酸 性 溶 液 ３ ０ ８ に 浸 漬 す る ） を 用 い て 詰 め る 。 該
絆 創 膏 ２ ０ ０ を 、 １ 次 的 な 接 着 面 ２ ０ ２ に よ っ て 皮 膚 表 面 ３ ０ ２ に 接 着 さ せ る 。 絆 創 膏 持
ち 上 げ 用 フ ラ ッ プ ２ ０ ５ を タ ブ ２ ０ ４ に よ り 持 ち 上 げ て 、 望 む 時 に 更 な る 溶 液 ３ ０ ８ の 適
用 の た め に 、 詰 め 物 用 物 質 ３ ０ ６ に 曝 露 さ せ る こ と が で き る 。 露 ／ 湿 り 気 イ ン ジ ケ ー タ ー
（ 示 さ な い ） ま た は 電 気 的 に 伝 導 性 の イ ン ジ ケ ー タ ー （ 示 さ な い ） を 用 い て 、 溶 液 ３ ０ ８
を 加 え る 適 当 な 時 期 を 示 す こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 本 発 明 の 絆 創 膏 の 別 の 態 様 に お い て は 、 窓 は 、 該 絆 創 膏 と 非 持 続 的 に 接 触 す る ヒ ン ジ を
有 し 得 て 、 そ し て こ の も の は 、 当 該 分 野 に お い て 知 ら れ る 様 々 な 接 合 方 法 ま た は 取 り 付 け
方 法 に よ っ て 、 該 絆 創 膏 に 除 去 可 能 に 取 り 付 け た り ま た は 固 定 す る こ と が で き る 。 該 接 合
方 法 ま た は 取 り 付 け 方 法 と し て は 例 え ば 、 Ｖ ｅ ｌ ｃ ｒ ｏ 装 置 、 除 去 可 能 な 接 着 部 ま た は 留
め 用 (tacking)表 面 を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の 該 絆 創 膏 に お け る 除 去 可
能 な 窓 は 、 完 全 に 外 部 の 絆 創 膏 で 置 き 代 え る 必 要 が な く 、 該 窓 の 交 換 ま た は 置 換 が 可 能 で
あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 発 明 の 絆 創 膏 の 別 の １ 態 様 に お い て は 、 様 々 な 大 き さ お よ び 配 置 の 個 々 の 絆 創 膏 を 供
す る こ と が で き 、 そ し て こ れ を 、 該 絆 創 膏 に 適 応 す る こ と が で き る 、 あ る 大 き さ お よ び 配
置 の 対 応 す る 脱 離 可 能 な 窓 と 別 々 に 販 売 す る こ と が で き る 。 場 合 に よ り 、 該 窓 が 該 絆 創 膏
と 適 当 に 重 な っ て 、 そ の 結 果 、 該 窓 が 該 創 傷 を 十 分 に 覆 い そ し て 該 絆 創 膏 と の 重 な り 表 面
を 有 し 、 そ の 結 果 、 該 窓 が 該 絆 創 膏 に 安 定 に 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に 、 該 窓 を 設 計
す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 包 帯 を 完 全 に 取 り 除 く こ と な く 、 患 者 が 創 傷 ま た は 創 傷 詰 め 物 の 上 に 該 溶 液 を 注 ぐ こ と
を 可 能 と す る こ と に よ っ て 、 絆 創 膏 は 患 者 に 使 用 の 容 易 さ を 与 え る 。 よ り 複 雑 な 形 の 絆 創
膏 （ 例 え ば 、 追 跡 装 置 と 接 合 す る こ と が で き る 電 気 的 に 伝 導 性 の セ ン サ ー を 有 す る 絆 創 膏
） は 、 病 院 の 設 定 に お い て 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 絆 創 膏 の 別 の 態 様 に お い て 、 可 変 の 大 き さ 、 輪 郭 お よ び 形 状 の 絆 創 膏 を 、 可 変
の 大 き さ 、 寸 法 お よ び 配 置 の １ つ 以 上 の 窓 の 予 め 穿 孔 し た 外 形 を 用 い て 予 め 製 作 す る こ と
が で き 、 そ の 結 果 、 該 絆 創 膏 は 、 該 創 傷 の 大 き さ 、 形 状 お よ び 配 置 に 適 合 し ま た は カ ス タ
ム フ ィ ッ ト す る こ と が で き る 。 該 絆 創 膏 を 、 可 変 の 大 き さ 、 形 状 お よ び 輪 郭 に つ い て 設 計
す る こ と が で き 、 そ の こ と に よ り 、 身 体 の 具 体 的 な 解 剖 学 的 な 寸 法 に 適 応 す る よ う に 製 造
す る こ と が で き る 。 特 別 に 設 計 さ れ た 絆 創 膏 を 必 要 と し 得 る 身 体 の 領 域 と し て は 例 え ば 、
様 々 な 関 節 、 肘 、 膝 、 手 指 お よ び 足 指 、 並 び に 平 ら で な い 表 面 ま た は 曲 線 を 有 す る ヒ ト の
解 剖 学 に お け る 他 の 場 所 を 含 む 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 該 絆 創 膏 の 穿 孔 処 理 に よ り 、 保 険 介 護 者 ま た は 患 者 が 一 般 的 に 製 造 さ れ た 穿 孔 処 理 の 絆
創 膏 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な り 、 こ れ に よ り 、 該 創 傷 の 大 き さ 、 形 状 、 ま た は 配 置 に カ
ス タ ム 的 に 一 致 す る 窓 を 画 定 し ま た は 輪 郭 を 描 い た 穿 孔 処 理 に 沿 っ て 切 る か ま た は 裂 く こ
と に よ っ て 、 該 絆 創 膏 の 内 部 の 窓 を 手 動 で 除 去 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 該 穿 孔 処 理 に
よ り 、 様 々 な 大 き さ お よ び 寸 法 の 創 傷 に 適 用 す る た め に １ 絆 創 膏 の 適 用 が 可 能 と な り 、 そ
し て 医 局 お よ び 供 給 者 は 、 様 々 な 大 き さ お よ び 配 置 の 創 傷 に 適 応 す る こ と が で き る 小 さ な
多 数 の 中 間 の 大 き さ の 絆 創 膏 だ け を ス ト ッ ク す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 発 明 の １ 態 様 に お い て 、
　 （ ａ ） 約 １ ０ ｐ ｐ ｍ ～ 約 ２ ０ ０ ｐ ｍ の 濃 度 を 有 す る 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 （ Ｈ Ｏ Ｘ ） の 酸 性 溶
液 ； （ ｂ ） 約 ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ２ ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ で あ る ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 で あ っ て 、 該 溶 液
は ｐ Ｈ が 約 ２ ～ 約 ５ の 範 囲 を 有 し ； （ ｃ ） 該 溶 液 に 曝 露 後 に 微 生 物 の 活 性 の ５ ｌ ｏ ｇ ま で
の 低 下 を 保 つ の に 少 な く と も 十 分 な 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 濃 度 を 有 す る 、 室 温 で 少 な く と も ３ ヶ
月 間 保 存 し た 溶 液 ； を 含 有 す る 、 安 定 で 水 性 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た イ オ ン 化 さ れ
た 溶 液 を 提 供 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 該 溶 液 は 更 に 、 室 温 で の 最 初 の 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が
約 ＋ ６ ０ ０ ｍ Ｖ ～ 約 １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ の 範 囲 で あ っ て 、 そ し て 室 温 で ３ ヵ 月 後 で の Ｏ Ｒ Ｐ が 最
初 の Ｏ Ｒ Ｐ の 約 ９ ０ ～ ９ ７ ． ５ ％ 程 度 の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 は 、 Ｈ Ｏ Ｂ ｒ 、 Ｈ Ｏ Ｉ 、 Ｈ Ｏ Ｃ ｌ 、 お よ び Ｈ Ｏ Ｆ か
ら な る 群 か ら 選 ば れ る 、 溶 液 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 に お い て 、 次 亜 ハ ロ ゲ ン
酸 の 濃 度 は 、 約 ４ ０ ～ 約 １ ９ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 に お い て 、 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ
ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 、 セ シ ウ ム 、 ル ビ ジ ウ ム 、 お よ び バ リ ウ ム の ハ ラ イ ド か ら な る 群
か ら 選 ば れ る 要 素 で あ る 。 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 に お い て 、 該 溶 液 は 、 ｐ Ｈ が 約 ２ ． ４ ～
約 ５ ． ０ の 範 囲 で あ っ て 、 そ し て ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 は 単 一 の 塩 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 に お い て 、 溶 液 の 次 亜 ハ ロ ゲ ン 酸 濃 度 は 、 ヨ ウ 素 滴 定 ま た は Ｕ Ｖ
分 光 法 に よ っ て 測 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 創 傷 治 癒 の 促 進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷 の
汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は 汚 染 除 去 、 経 口 消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症 に
お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負 荷
の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の 組 織 移 植 に お け る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療 法
、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の バ イ オ フ ィ ル ム も し く は バ イ オ フ ィ ル ム を 生 む 他 の 疾 患 の 処
置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の 処 置 、 皮 膚 疾 患 の 処 置 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 か ら な る 群
か ら 選 ば れ る 様 々 な 医 学 的 疾 患 の 処 置 方 法 を 提 供 し 、 こ こ で 、 該 方 法 は 、 該 溶 液 を 処 置 が
必 要 と さ れ る 部 位 に 適 用 す る こ と に よ っ て 本 発 明 の 溶 液 を 使 用 す る こ と を 含 む 。
【 ０ １ ２ ３ 】
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　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 （ ａ ） 約 １ ０ ｐ ｐ ｍ ～ 約 ２ ０ ０ ｐ ｍ の 濃 度 を 有 す る 次 亜 塩
素 酸 （ Ｈ Ｏ Ｃ ｌ ） の 酸 性 溶 液 ； （ ｂ ） 約 ０ ． ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 １ ６ ｇ ／ Ｌ で あ る ク ロ リ ド 含 有
の 塩 で あ っ て 、 該 溶 液 は ｐ Ｈ が 約 ２ ～ 約 ５ の 範 囲 を 有 し ； （ ｃ ） 該 溶 液 に 曝 露 後 に 微 生 物
の 活 性 の ５ ｌ ｏ ｇ ま で の 低 下 を 保 つ の に 少 な く と も 十 分 な 次 亜 塩 素 酸 濃 度 を 有 す る 、 室 温
で 少 な く と も ３ ヶ 月 間 保 存 し た 溶 液 ； を 含 有 す る 、 安 定 で 水 性 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と
れ た イ オ ン 化 さ れ た 溶 液 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 該 溶 液 は 、 室 温 で の 最 初 の 酸 化 還 元 電 位 （ Ｏ Ｒ Ｐ ） が 約 ＋ ６ ０ ０ ｍ
Ｖ ～ 約 １ ２ ０ ０ ｍ Ｖ の 範 囲 で あ っ て 、 そ し て 室 温 で 少 な く と も ３ ヵ 月 後 で の Ｏ Ｒ Ｐ が 最 初
の Ｏ Ｒ Ｐ の 約 ９ ０ ～ ９ ７ ． ５ ％ 程 度 の 範 囲 で あ る こ と 、 そ し て 、 次 亜 塩 素 酸 濃 度 は 約 ４ ０
～ 約 １ ９ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て 、 該 溶 液 は 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ
ム 、 亜 鉛 、 セ シ ウ ム 、 ル ビ ジ ウ ム 、 お よ び バ リ ウ ム の ク ロ リ ド か ら な る 群 か ら 選 ば れ る ク
ロ リ ド 含 有 の 塩 を 提 供 し 、 そ し て １ 態 様 に お い て 、 ク ロ リ ド 含 有 塩 は 単 一 の 塩 で あ る 。 別
の 態 様 に お い て 、 ク ロ リ ド 含 有 塩 は 塩 化 ナ ト リ ウ ム で あ る 溶 液 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 ｐ Ｈ は 約 ２ ． ４ ～ 約 ５ ． ０ の 範 囲 で あ る 、 本 発 明 の 溶 液 を 提 供 す る
。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 濃 度 は 約 ４ ｇ ／ Ｌ ～ 約 ９ ｇ ／ Ｌ で あ る 、 溶 液 を 提
供 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 Ｏ Ｃ ｌ － お よ び Ｈ Ｏ Ｃ ｌ の 合 計 に 対 す る Ｏ Ｃ ｌ － の モ ル 比 率 の 範 囲
は ２ ０ ℃ で 、 約 ０ ～ 約 ０ ． ２ ６ ％ で あ る 、 溶 液 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 該 溶 液 の 次 亜 塩 素 酸 濃 度 は 、 ヨ ウ 素 滴 定 お よ び Ｕ Ｖ 分 光 法 に よ っ て
測 定 さ れ る 、 溶 液 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 更 な る 態 様 に お い て 、 創 傷 治 癒 の 促 進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷
の 汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は 汚 染 除 去 、 経 口 消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症
に お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負
荷 の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の 組 織 移 植 に お け る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療
法 、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の バ イ オ フ ィ ル ム も し く は バ イ オ フ ィ ル ム を 生 む 他 の 疾 患 の
処 置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の 処 置 、 皮 膚 疾 患 の 処 置 、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 か ら な る
群 か ら 選 ば れ る 様 々 な 医 学 的 疾 患 の 処 置 方 法 を 提 供 し 、 こ こ で 、 該 方 法 は 、 該 溶 液 を 処 置
が 必 要 と さ れ る 部 位 に 適 用 す る こ と に よ っ て 本 発 明 の 溶 液 を 使 用 す る こ と を 含 む 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 別 の 更 な る 態 様 に お い て 、 溶 液 は 、 化 学 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 化 学 的 合 成 法 を 含 む ） 、 機
械 的 な 方 法 （ 例 え ば 、 混 合 、 電 解 ） に よ っ て 製 造 す る か 、 あ る い は イ ン シ チ ュ で 製 造 す る
、 本 発 明 の 溶 液 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 別 の 更 な る 態 様 に お い て 、 ハ ラ イ ド 含 有 の 塩 の 溶 液 は 、 電 解 に よ っ て 酸 性 溶 液 に 変 換 さ
れ 、 そ し て 該 溶 液 の ｐ Ｈ は 約 ２ ～ 約 ５ に ま で 調 節 さ れ る 、 溶 液 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 １ 態 様 に お い て 、 該 溶 液 は 、 以 下 の 反 応 式 ：
【 化 ５ 】
　
　
を 含 有 す る 化 学 的 合 成 法 に よ っ て 製 造 さ れ ；
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　 こ こ で 、 溶 液 中 の Ｎ ａ Ｏ Ｃ ｌ の 濃 度 は 約 ２ ． ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ り 、 Ｈ Ｃ ｌ の 濃 度 は 約
７ ． ４ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ で あ り 、 そ し て 得 ら れ る 溶 液 は 目 的 の ｐ Ｈ に 調 節 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 溶 液 は 、 化 学 品 を 混 合 す る こ と に よ っ て イ ン シ チ ュ で 製 造 し て 、 処
置 が 必 要 な 組 織 の 部 位 で の 、 安 定 で 水 性 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス の と れ た 非 細 胞 毒 性 の イ オ
ン 化 さ れ た 溶 液 を 得 る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 １ 態 様 に お い て 、 該 療 法 を 必 要 と す る 患 者 を 、 本 発 明 の 水 溶 液 を 含 有 す る 安 定 で 生 理 学
的 に バ ラ ン ス の と れ た 酸 性 の 組 成 物 の 有 効 量 を 用 い て 処 置 す る こ と に よ る 、 創 傷 治 癒 の 促
進 、 開 口 創 傷 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 創 傷 の 汚 染 除 去 、 眼 の 消 毒 も し く は 汚 染 除 去 、 経 口
消 毒 、 抗 真 菌 性 療 法 、 眼 科 適 用 、 肺 感 染 症 に お け る 病 原 体 の 減 少 、 火 傷 に お け る 病 原 体 の
減 少 、 洗 浄 、 移 植 用 臓 器 に お け る 感 染 性 負 荷 の 減 少 、 自 家 も し く は 人 口 の 組 織 移 植 に お け
る 細 菌 性 負 荷 の 減 少 、 経 口 消 毒 抗 真 菌 性 療 法 、 の う 胞 性 線 維 症 に つ い て の バ イ オ フ ィ ル ム
も し く は バ イ オ フ ィ ル ム を 生 む 他 の 疾 患 の 処 置 、 ウ イ ル ス 感 染 症 の 処 置 、 皮 膚 疾 患 の 処 置
、 並 び に 組 織 の 修 復 お よ び 再 生 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ の た め の 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 更 に 別 の 態 様 に お い て 、 ａ ） 損 傷 組 織 の 領 域 を 曝 露 し ； ｂ ） 該 溶 液 を 損 傷 組 織 に 適 用 し
； ｃ ） 該 溶 液 を 用 い て 損 傷 組 織 を 灌 注 し ； そ し て 、 ｄ ） 該 溶 液 を 用 い て 組 織 を 洗 浄 し ま た
は 処 置 す る ； こ と を 含 む 、 創 傷 治 癒 を 促 進 す る た め の 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 開 示 の 観 点 で 当 該 分 野 の 当 業 者 は 特 許 請 求 の 主 題 と 一 致 す る ま で そ れ
ら の 実 施 態 様 を 拡 張 す る こ と が で き る の で 、 上 記 の 好 ま し い 実 施 態 様 は 本 発 明 の 範 囲 を 限
定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 要 素 ２ お よ び ３ と し て 、 図 １ に 示 す ２ つ の コ ン パ ー ト メ ン ト を 有 す る 電
解 装 置 の 断 面 図 を 示 す 。 コ ン パ ー ト メ ン ト ２ お よ び ３ は 、 半 透 膜 ４ に よ っ て 仕 切 ら れ て い
る 。 正 極 ５ は コ ン パ ー ト メ ン ト ２ に 位 置 し て お り 、 こ こ で は 強 酸 溶 液 ６ が 生 成 す る 。 負 極
７ は コ ン パ ー ト メ ン ト ３ に 位 置 し て お り 、 こ こ で は ア ル カ リ 性 溶 液 が 生 成 す る 。 電 極 ５ お
よ び ７ は 動 力 源 ９ と 接 続 し て お り 、 こ の た め に 電 流 が 半 透 膜 を 流 れ る 。 フ タ １ ０ は 、 電 解
装 置 １ を 周 囲 の 空 気 １ １ か ら 独 立 で あ る よ う に 保 つ 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 空 気 透 過 性 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 上 面 図 を 示 す 。 こ の も の は 、 １ 次 的 な 接
着 面 ２ ０ ２ を 有 す る 外 側 部 分 ２ ０ １ 、 お よ び ２ 次 的 な 接 着 面 ２ ０ ７ 、 持 ち 上 げ 用 の タ ブ ２
０ ４ （ こ れ は 、 フ ラ ッ プ ２ ０ ５ の 持 ち 上 げ を 助 け る ） 、 ヒ ン ジ ２ ０ ６ 、 お よ び 露 ／ 湿 り 気
の イ ン ジ ケ ー タ ー （ ま た は 、 本 明 細 書 中 、 以 下 に 記 載 す る 他 の セ ン サ ー ／ イ ン ジ ケ ー タ ー
２ ０ ８ ） を 含 む 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 空 気 透 過 性 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 側 面 図 を 示 す 。 図 中 、 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ
プ ２ ０ ５ お よ び 持 ち 上 げ 用 タ ブ ２ ０ ４ が い く ら か 持 ち 上 げ ら れ た 位 置 に あ り 、 こ の た め に
絆 創 膏 ２ ０ ０ を 貫 く 窓 の 開 口 部 ２ ０ ３ を 得 る 、 こ と を 示 す 。 ２ 次 的 な 接 着 面 ２ ０ ７ 部 は 、
絆 創 膏 ２ ０ ０ の 上 部 の 表 面 ２ ０ ９ の 上 方 に 持 ち 上 げ ら れ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ｃ は 、 空 気 透 過 性 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 断 面 図 を 示 す 。 図 中 、 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ
プ ２ ０ ５ お よ び そ の 下 方 の 位 置 に あ る 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ プ ２ ０ ４ を 有 し 、 そ し て ２ 次 的 な
接 着 面 ２ ０ ７ 部 に よ っ て 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 上 部 の 表 面 ２ ０ ９ に 固 定 さ れ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 皮 下 創 傷 ３ ０ ３ 上 に 適 用 さ れ た 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ に 示 す 種 類 の 空 気 透 過
性 絆 創 膏 ２ ０ ０ の 断 面 図 ３ ０ ０ を 示 す 。 皮 下 組 織 ３ ０ ４ に 、 本 発 明 の 生 理 学 的 に バ ラ ン ス
の と れ た 電 解 さ れ た 酸 性 溶 液 ３ ０ ８ 中 に 浸 漬 し た ガ ー ゼ ３ ０ ６ を 詰 め る 。 該 絆 創 膏 ２ ０ ０
を 、 １ 次 的 な 接 着 面 ２ ０ ２ に よ っ て 皮 膚 表 面 ３ ０ ２ に 接 着 さ せ る 。 露 ／ 湿 り 気 イ ン ジ ケ ー
タ ー （ 示 さ な い ） ま た は 他 の 感 知 ／ 表 示 の デ バ イ ス （ 示 さ な い ） が ガ ー ゼ ３ ０ ６ の 低 レ ベ
ル の 湿 り 気 を 示 し た 時 に 、 絆 創 膏 持 ち 上 げ 用 フ ラ ッ プ ２ ０ ５ を タ ブ ２ ０ ４ に よ っ て 持 ち 上
げ て 、 更 な る 溶 液 ３ ０ ８ の 適 用 の た め に ガ ー ゼ ３ ０ ６ を 曝 露 さ せ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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